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か
つ
て
別
稿
に
於
い
て
、
高
知
県
物
部
村
で
花
嫁
が
傘
を
き
す
習
俗
に
つ
い
て
詳

①

述
し
た
。
そ
の
中
で
、
花
嫁
の
身
体
そ
の
も
の
が
ケ
ガ
レ
の
根
源
と
し
て
見
倣
さ
れ

て
い
た
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
山
仕
事
や
山
猟
に
行
く
人
々
、
こ
の
他
行
商

人
や
軍
隊
に
と
っ
て
、
花
嫁
行
列
と
の
遭
遇
は
極
め
て
忌
避
す
べ
き
事
柄
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
花
嫁
と
の
遭
遇
は
、
木
樵
り
・
猟
師
・
行
商
人
・
軍
隊
な
ど
に

と
っ
て
対
立
す
る
樹
木
・
鳥
獣
・
客
・
敵
と
い
っ
た
「
異
界
」
の
モ
ノ
に
結
果
的
に

活
力
を
与
え
る
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
花
嫁
行
列
に
遭
遇
し
た
行
き
ず
り
の
人
で
は
な
く
、
実
際
に
花
嫁
行

列
に
参
加
し
た
人
や
婚
礼
の
宴
席
に
加
わ
り
飲
食
を
共
に
し
た
人
々
に
焦
点
を
あ
て

た
い
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
は
、
火
を
交
え
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
花
嫁
行

列
に
遭
遇
し
た
人
々
以
上
に
厳
し
い
禁
忌
が
課
せ
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。

一
は
じ
め
に

ハ
ナ
ビ
（
婚
礼
の
火
）
と
禁
忌

ｌ
そ
の
名
称
・
禁
忌
の
期
間
と
空
間
Ｉ

ケ
ガ
レ
と
言
え
ば
、
産
の
ケ
ガ
レ
と
死
の
ケ
ガ
レ
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
物
部
村

で
は
花
嫁
も
ま
た
ケ
ガ
レ
で
あ
っ
た
。
こ
の
ケ
ガ
レ
は
、
火
を
媒
介
と
し
て
伝
染
す

る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
「
火
」
が
ケ
ガ
レ
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
場
合
が

多
い
。
例
え
ば
、
死
の
ケ
ガ
レ
を
シ
ニ
ビ
と
表
現
し
、
産
の
ケ
ガ
レ
は
サ
ン
ビ
と
称

さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
く
の
地
区
で
見
ら
れ
る
・
こ
こ
で
は
、
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
に
限

定
し
て
そ
の
名
称
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

名
称
が
判
明
し
た
の
は
、
全
五
九
地
区
中
五
八
地
区
で
あ
り
、
６
の
一
地
区
の
み

名
称
が
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
名
称
が
無
い
と
い
う
事
で
は
な
く
、
聞
き
漏
ら
し

で
あ
り
、
入
念
に
調
べ
れ
ば
そ
の
名
称
は
確
認
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
名
称
が
判
明
し

た
五
八
地
区
中
、
一
つ
の
地
区
で
複
数
の
種
類
の
名
称
が
確
認
で
き
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
延
べ
七
六
例
に
達
す
る
。
名
称
ご
と
に
分
類
す
れ
ば
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

郡
婚
礼
の
火
。
１
．
２
．
３
．
４
．
５
．
７
．
８
．
９
・
加
・
皿
・
岨
・
喝

二
名
称

近
藤
直
也
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Ｍ
・
妬
・
坊
・
Ⅳ
・
略
・
的
・
加
・
別
・
〃
・
路
・
弱
・
妬
・
〃
・
豹
・
釦
・
訓
・

胡
・
羽
・
弘
・
弱
・
稲
・
訂
・
銘
・
羽
・
棚
・
虹
・
蛇
・
蝿
・
“
・
媚
・
妬
・
岬
・

蛤
・
岨
・
卵
・
別
・
馳
・
脇
・
別
・
弱
・
冊
・
師
・
昭
・
開
（
五
六
例
）

淫
婚
礼
ビ
。
９
（
一
例
）

１

ｂ
ョ
メ
イ
リ
ビ
。
昭
・
瓠
・
弱
・
胡
・
銘
（
五
例
）

２

ｂ
ヨ
メ
イ
リ
の
火
。
妬
（
一
例
）

３

ｂ
ョ
メ
ビ
。
刈
・
弱
（
二
例
）

４

ｂ
ョ
メ
サ
ン
の
火
。
別
・
妬
・
胡
（
三
例
）

ｃ
ハ
ナ
ビ
。
２
．
皿
・
船
・
釦
・
詑
・
部
（
六
例
）

．
ア
カ
ビ
。
館
・
訂
（
二
例
）

中
で
も
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
の
が
郡
の
「
婚
礼
の
火
」
で
あ
り
、
五
八
地
区
中
の

五
六
例
で
あ
る
か
ら
、
約
九
七
％
の
地
区
で
は
花
嫁
の
ケ
ガ
レ
を
「
婚
礼
の
火
」
と

呼
ん
で
い
た
事
が
わ
か
る
。
が
の
「
婚
礼
ビ
」
は
９
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

９
で
は
「
婚
礼
の
火
」
と
い
う
名
称
も
あ
り
、
両
方
の
言
い
方
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
ｂ
群
四
種
類
二
例
は
ョ
メ
を
冠
す
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
け
の
ヨ

メ
イ
リ
ビ
五
例
は
、
げ
の
「
ヨ
メ
イ
リ
の
火
」
が
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
げ
の
ョ

メ
ビ
ニ
例
は
げ
の
「
ョ
メ
サ
ン
の
火
」
が
略
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ｂ
群
二
例
は
、

延
べ
七
六
例
中
の
約
一
四
％
を
占
め
て
お
り
、
ａ
群
に
次
い
で
多
い
。
ａ
群
。
ｂ
群

共
に
物
部
村
で
は
一
般
的
な
名
称
で
あ
っ
た
。

花
嫁
の
ケ
ガ
レ
を
意
味
す
る
名
称
の
中
で
、
特
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
ｃ
の

ハ
ナ
ビ
六
例
と
ｄ
の
ア
カ
ビ
ニ
例
で
あ
る
。
「
婚
礼
の
火
」
と
か
「
ヨ
メ
イ
リ
ビ
」

と
い
う
一
般
的
な
名
称
と
は
異
な
り
、
か
な
り
特
異
で
あ
り
、
そ
の
名
称
自
体
に
か

つ
て
の
民
俗
社
会
の
雰
囲
気
を
よ
く
残
し
て
い
る
。
２
で
は
、
「
婚
礼
の
火
の
こ
と

一
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を
ハ
ナ
ビ
と
い
う
」
「
花
嫁
の
火
の
こ
と
を
ハ
ナ
ビ
と
い
う
。
三
○
年
く
ら
い
前
ま
で
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
人
が
い
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
ハ
ナ
ビ
と
い
う
名
称
は
、

「
婚
礼
の
火
」
が
圧
倒
的
に
多
い
中
に
あ
っ
て
、
ま
だ
昔
の
名
残
り
を
か
す
か
に
現

在
に
留
め
て
い
る
。
遡
で
は
、
「
婚
礼
の
火
を
ハ
ナ
ビ
、
お
産
の
火
を
ア
カ
ビ
、
葬

式
の
火
を
ク
ロ
ビ
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
、
ケ
ガ
レ
意
識
と
直
結
し
た
火
は
、
「
婚

礼
の
火
」
や
「
お
産
の
火
」
・
「
葬
式
の
火
」
と
言
っ
た
一
般
的
な
名
称
よ
り
も
ハ
ナ

ビ
・
ア
カ
ビ
・
ク
ロ
ビ
と
言
っ
た
方
が
、
よ
り
強
烈
な
個
性
を
持
つ
。
こ
れ
ら
こ
そ
、

民
俗
語
彙
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。
恥
で
も
「
婚
礼
の
火
を
ハ
ナ
ビ
」
と
呼
ぶ
。
鍋

で
は
、
「
花
嫁
と
誕
生
の
時
の
ケ
ガ
レ
は
ア
カ
ビ
」
と
言
い
、
「
死
ん
だ
時
の
ケ
ガ
レ

は
ク
ロ
ビ
」
と
言
う
。
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
と
産
の
ケ
ガ
レ
に
関
し
て
は
、
名
称
の
上
で

は
区
別
が
な
く
共
に
ア
カ
ビ
と
呼
ば
れ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
詔
で
は
、
婚
礼
の
ケ

ガ
レ
と
産
の
ケ
ガ
レ
の
間
に
は
、
か
な
り
大
き
な
共
通
点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

少
な
く
と
も
名
称
の
上
で
は
共
通
で
あ
っ
た
。

帥
で
は
吃
と
同
じ
く
、
「
ア
カ
ビ
は
お
産
・
ハ
ナ
ビ
は
婚
礼
・
ク
ロ
ビ
は
葬
式
」

の
ケ
ガ
レ
を
指
す
。
路
で
は
ハ
ナ
ビ
が
ア
カ
ビ
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
名
称
ま
で
消
失

し
て
い
る
が
、
本
来
は
吃
・
釦
と
同
様
に
ハ
ナ
ビ
は
一
個
の
独
立
し
た
「
婚
礼
の
ケ

ガ
レ
」
と
い
う
概
念
で
存
在
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

塊
で
は
、
ハ
ナ
ビ
の
概
念
が
か
な
り
暖
昧
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
ア
カ
ビ
・

ソ
ウ
ビ
・
ハ
ナ
ビ
・
七
五
日
の
ク
ロ
ビ
の
ケ
ガ
レ
」
が
あ
り
、
「
サ
ン
ビ
と
ハ
ナ
ビ
（
月

経
）
・
婚
礼
の
火
を
最
も
嫌
う
」
と
い
う
。
死
の
ケ
ガ
レ
の
こ
と
を
ク
ロ
ビ
と
も
ソ

ウ
ビ
と
も
呼
ぶ
が
、
問
題
は
こ
こ
の
ハ
ナ
ビ
で
あ
る
。
前
半
の
説
明
で
は
、
ア
カ
ビ

と
ソ
ウ
ビ
に
並
列
し
て
出
て
く
る
ハ
ナ
ビ
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
こ
れ
は
婚
礼
の

ケ
ガ
レ
を
意
味
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。
後
半
の
伝
承
で
は
、
ハ
ナ
ビ
が
月
経
を

指
す
と
説
明
さ
れ
、
「
婚
礼
の
火
」
と
は
別
の
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
訂
で
は
、
詑
と
も
違
っ
た
ハ
ナ
ビ
の
分
類
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
「
死
火
は

ク
ロ
ビ
、
誕
生
と
婚
礼
は
ア
カ
ビ
と
い
う
。
イ
ザ
ナ
ギ
流
で
は
、
ア
カ
ビ
を
ハ
ナ
ビ

と
い
う
」
の
で
あ
る
。
「
ク
ロ
ビ
は
ソ
ウ
ビ
」
と
も
言
う
。
誕
生
と
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
が
、

名
称
の
上
で
は
ア
カ
ビ
と
な
っ
て
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
形
は
銘
の
事
例
と
全
く
同

じ
で
あ
っ
た
。
躯
と
違
う
点
は
、
こ
の
ア
カ
ビ
を
ハ
ナ
ビ
と
呼
ぶ
こ
と
で
あ
る
。
「
イ

ザ
ナ
ギ
流
で
は
」
と
但
し
書
き
が
あ
り
、
土
着
の
陰
明
道
の
系
譜
を
引
く
祈
祷
師
と

し
て
の
太
夫
達
が
使
っ
て
い
た
言
葉
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
ハ
ナ
ビ
は
イ
ザ
ナ
ギ
流

の
太
夫
達
だ
け
が
使
っ
て
い
た
言
葉
で
は
な
い
。
２
で
は
「
三
○
年
程
前
ま
で
こ
の

よ
う
な
こ
と
（
婚
礼
の
火
を
ハ
ナ
ビ
と
言
う
こ
と
）
を
言
う
人
が
い
た
」
と
説
明
す

る
如
く
、
一
般
的
に
使
用
さ
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。

ハ
ナ
ビ
だ
け
に
限
定
し
た
場
合
、
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
を
指
す
場
合
が
六
例
あ
る
。
婚

礼
の
ケ
ガ
レ
だ
け
で
は
な
く
、
産
の
ケ
ガ
レ
を
指
す
場
合
も
含
ま
れ
る
事
例
が
師
に

一
例
あ
る
。
さ
ら
に
、
産
の
ケ
ガ
レ
で
も
な
く
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
で
も
な
く
、
月
経
を

さ
す
場
合
が
塊
に
一
例
あ
っ
た
。
鋤
の
別
の
伝
承
者
に
よ
れ
ば
、
ハ
ナ
ビ
は
婚
礼
の

ケ
ガ
レ
を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
一
地
区
で
も
ハ
ナ
ビ
の
位
置
付
け
に
若
干

の
ズ
レ
が
見
ら
れ
る
。
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
と
月
経
の
ケ
ガ
レ
が
ハ
ナ
ビ
と
い
う
共
通
の

名
称
で
呼
ば
れ
る
点
か
ら
推
せ
ば
、
両
者
に
共
通
す
る
一
種
の
観
念
が
存
在
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
ハ
ナ
ビ
と
い
う
名
称
が
完
全
に
消
え
て
ア
カ
ビ
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
邪
の

事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
躯
は
ハ
ナ
ビ
の
意
味
が
変
化
す
る
一
つ
の
形

態
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
師
で
は
、
ハ
ナ
ビ
と
ア
カ
ビ
の
区
別
が
無
く
な
り
、
完

全
に
混
同
き
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
す
れ
ば
、
邪
の
如
く
ハ
ナ
ビ
が
ア
カ
ビ
に
吸

四



収
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
ア
カ
ビ
を
ハ
ナ
ビ
と
言
う
」
と
あ
る
如
く
、
名
称

そ
の
も
の
は
残
き
れ
て
お
り
、
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
と
産
の
ケ
ガ
レ
の
名
称
を
区
別
す
る

枠
組
み
が
消
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

時
代
の
変
化
に
よ
る
多
少
の
混
乱
は
あ
る
も
の
の
、
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
を
意
味
す
る

民
俗
語
彙
と
し
て
２
．
岨
・
別
・
別
・
塊
・
師
の
六
地
区
に
見
ら
れ
る
ハ
ナ
ビ
を
ま

ず
筆
頭
に
掲
げ
た
い
。
確
か
に
ａ
群
の
「
婚
礼
の
火
」
や
「
婚
礼
ビ
」
が
数
の
上
で

は
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
が
、
こ
れ
か
ら
が
ハ
ナ
ビ
の
名
称
よ
り
も
古
風
で
あ
る
と

は
考
え
に
く
い
。
ｂ
群
の
ヨ
メ
イ
リ
ビ
・
ヨ
メ
イ
リ
の
火
・
ョ
メ
ビ
・
ョ
メ
サ
ン
の

火
は
、
全
体
の
一
四
％
を
占
め
る
が
、
ハ
ナ
ビ
と
比
較
し
た
場
合
、
表
現
が
直
接
的

で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
後
発
性
を
感
じ
る
。
ハ
ナ
ビ
六
例
は
、
延
べ
七
六
例
中
の
僅

か
八
％
し
か
占
め
な
い
が
、
物
部
村
で
は
最
も
古
風
な
名
称
で
あ
っ
た
こ
と
を
こ
こ

で
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
２
の
久
保
中
内
で
は
、
三
○
年
前
ま
で
ハ
ナ
ビ
の
名
称

が
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
筆
者
の

調
査
に
よ
り
、
２
を
含
め
た
六
地
区
に
お
い
て
軽
う
じ
て
聴
き
取
る
事
が
で
き
た
。

近
い
将
来
、
こ
の
民
俗
語
彙
も
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、

花
嫁
の
ケ
ガ
レ
・
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
、
こ
の
ハ
ナ
ビ
を
活
用

し
た
い
。

山
仕
事
や
山
猟
へ
行
く
途
中
、
ま
た
は
行
商
途
中
の
場
合
、
花
嫁
と
出
会
え
ば
も

う
一
度
家
に
帰
っ
て
出
直
す
か
日
を
改
め
れ
ば
そ
れ
で
済
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
、
出
会

う
側
と
は
反
対
の
立
場
の
人
、
つ
ま
り
婚
礼
に
参
加
し
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
飲
食
物

三
忌
み
の
期
間

を
口
に
入
れ
た
人
々
は
、
「
火
が
ま
じ
る
」
ま
た
は
「
火
を
一
つ
に
し
た
」
と
称
し
、

ケ
ガ
レ
の
期
間
が
あ
る
程
度
継
続
し
て
い
た
。
６
．
８
の
二
地
区
で
は
伝
承
そ
の
も

の
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
魂
で
は
ハ
ナ
ビ
を
忌
避
す
る
伝
承
は
存
在
す
る

も
の
の
、
何
日
間
忌
む
か
に
つ
い
て
の
言
及
は
無
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
全
五
九
地

区
中
こ
れ
ら
三
地
区
を
除
く
五
六
地
区
で
忌
避
の
期
間
が
判
明
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
一
地
区
で
も
伝
承
者
に
よ
っ
て
忌
避
期
間
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
行
き
先

に
よ
っ
て
も
忌
避
期
間
が
異
な
る
場
合
も
あ
り
、
延
べ
数
に
す
れ
ば
七
四
例
に
な
っ

た
。
こ
れ
を
期
間
別
に
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

副
七
日
間
。
１
．
２
．
３
．
４
．
５
．
７
．
９
．
ｍ
・
皿
・
岨
・
昭
．
Ｍ
・
妬
・

略
・
Ⅳ
・
肥
・
蛆
・
別
・
躯
・
鮒
・
別
・
妬
・
恥
・
訂
・
羽
・
釦
・
別
・
胡
・

羽
・
剥
・
弱
・
弱
・
師
・
銘
・
羽
・
判
・
弧
・
蛇
・
粥
・
“
・
妬
・
妬
・
卿
・

銘
・
岨
・
別
・
別
・
兇
・
弱
・
別
・
弱
・
弱
・
印
・
詔
・
弱
（
五
五
例
）

誰
七
日
以
上
の
長
期
間
山
へ
入
る
こ
と
を
忌
む
人
も
あ
る
。
７
（
一
例
）

が
三
日
間
と
か
七
日
間
。
長
く
て
七
日
間
。
咽
（
一
例
）

け
三
日
間
。
岨
・
劃
・
朔
・
弱
・
開
（
五
例
）

げ
急
ぐ
場
合
で
も
三
’
四
日
は
田
へ
入
ら
な
い
。
Ⅳ
（
一
例
）

げ
今
で
も
婚
礼
に
参
加
し
た
者
は
、
あ
ま
り
気
に
し
な
い
者
で
も
三
’
四
日
た
た

な
け
れ
ば
山
へ
行
か
な
い
。
７
（
一
例
）

げ
少
な
く
と
も
三
日
間
。
４
（
一
例
）

げ
最
近
は
三
日
間
に
短
縮
き
れ
た
。
９
（
一
例
）

げ
こ
’
三
日
間
。
１
．
妬
・
訂
・
弱
（
四
例
）

ｃ
二
日
間
。
２
（
一
例
）

ｄ
二
週
間
。
訂
（
一
例
）

四



ｅ
一
年
間
。
４
．
拠
三
例
）

最
も
多
い
の
は
が
の
七
日
間
で
あ
り
、
延
べ
七
四
例
中
五
五
例
で
七
四
％
を
占
め
、

他
の
類
例
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
地
区
別
に
見
れ
ば
、
七
日

間
の
忌
避
期
間
を
持
た
な
い
の
は
別
の
三
日
間
が
一
地
区
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
全
五

六
地
区
中
五
五
地
区
ま
で
が
七
日
間
の
忌
避
期
間
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ

れ
ほ
ど
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
場
合
の
七
日
の
忌
避
期
間
は
支
配
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
支
配
的
な
七
日
間
で
は
あ
る
が
、
詳
細
に
見
れ
ば
多
少
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
。
岨
で
は
七
日
間
だ
け
で
な
く
、
伝
承
者
に
よ
れ
ば
「
３
日
間

と
か
７
日
間
」
「
長
く
て
七
日
間
」
と
い
う
如
く
、
あ
る
程
度
の
幅
を
持
た
せ
る
場

合
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
後
述
す
る
ｂ
群
の
よ
う
に
短
縮
化
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
７
で
は
「
七
日
以
上
の
長
期
間
山
へ
入
る
こ
と
を
忌
む
人
」
も
あ
り
、

七
日
間
の
枠
組
み
の
中
に
入
り
き
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
例
外
的
に
で
は
あ
る
が
見
ら
れ

る
。

ａ
群
七
七
％
に
対
し
、
ｂ
群
は
一
三
例
で
一
八
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ

ら
は
、
三
日
間
を
中
心
と
す
る
そ
の
前
後
の
期
間
と
い
う
こ
と
で
共
通
す
る
。
比
較

に
な
ら
な
い
程
少
数
で
は
あ
る
が
、
伝
承
内
容
を
検
討
す
れ
ば
ａ
群
と
か
な
り
密
接

に
連
続
し
て
い
る
状
況
が
理
解
で
き
る
。
例
え
ば
三
日
間
忌
避
す
る
け
五
例
の
場
合
、

別
の
一
例
だ
け
が
単
独
の
三
日
間
で
あ
り
、
他
の
四
例
は
ａ
群
と
の
並
存
で
あ
る
。

皿
で
は
、
配
の
七
日
間
だ
け
で
な
く
、
が
に
分
類
し
て
お
い
た
「
三
日
間
と
か
七
日

間
。
長
く
て
七
日
間
」
と
共
に
げ
の
「
三
日
間
」
が
存
在
し
て
お
り
、
同
一
地
区
で

三
種
類
も
の
類
型
が
見
ら
れ
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
こ
こ
で
は
山
仕
事
や
土
木
作

業
で
も
危
険
が
伴
う
場
合
、
も
し
事
故
で
も
お
こ
れ
ば
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
ま
ま
働
き

に
来
て
い
た
人
の
せ
い
に
さ
れ
る
。
従
っ
て
用
心
の
た
め
に
、
「
三
日
間
ぐ
ら
い
火

を
は
し
ら
い
て
か
ら
」
仕
事
に
出
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
弱
で
は
、
婚
礼
の
火
を
交

え
た
場
合
、
高
い
山
へ
は
七
日
間
忌
避
す
る
も
の
の
、
田
畑
に
入
る
場
合
は
三
日
間

の
忌
避
で
済
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
同
じ
ハ
ナ
ビ
で
は
あ
っ
て
も
、
行
き
先
に
よ
っ

て
忌
避
期
間
が
異
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
山
よ
り
田
畑
の

方
が
忌
避
の
度
合
い
の
上
で
軽
く
見
ら
れ
て
い
た
。

げ
の
Ⅳ
を
一
応
三
’
四
日
に
分
類
し
て
お
い
た
が
、
「
婚
礼
の
火
を
く
う
た
人
は
、

田
へ
は
入
っ
た
ら
い
か
ん
が
、
特
に
田
植
え
を
す
る
の
が
よ
く
な
い
・
七
日
間
は
入

っ
て
は
い
か
ん
。
急
ぐ
場
合
で
も
三
’
四
日
は
入
ら
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
本
来
は
こ
こ
で
も
七
日
間
の
忌
避
が
必
要
で
あ
っ
た
。
田
植
え
の
場
合
、
近
隣

と
の
共
同
作
業
を
必
要
と
す
る
た
め
、
そ
の
時
期
に
な
れ
ば
七
日
間
の
忌
避
な
ど
と

悠
長
な
事
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
特
例
措
置
と
し
て
三
’
四
日
間
の
忌
避
で
済
ま
そ

う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
短
縮
化
で
も
か
な
り
勇
気
の
い
る
事
で
あ
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
も
し
「
こ
の
間
に
田
へ
入
れ
ば
、
稲
が
実
ら
な
い
と
か
穂
が
出
な
い
」
と
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
短
縮
化
傾
向
は
、
田
ば
か
り
で
は
な
く
山
に
対
し
て
も
認
め
ら
れ
た
。
げ
の

７
で
は
、
「
今
で
も
婚
礼
に
参
加
し
た
者
は
、
あ
ま
り
気
に
し
な
い
者
で
も
三
’
四

日
た
た
な
け
れ
ば
山
へ
行
か
な
い
」
の
で
あ
る
。
７
で
は
普
通
は
七
日
間
忌
避
す
る
。

慣
習
に
こ
だ
わ
ら
な
い
人
で
あ
れ
ば
、
全
く
気
に
し
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
ん
な

人
で
も
ハ
ナ
ビ
に
関
し
て
は
現
在
で
も
厳
重
に
禁
忌
を
守
っ
て
い
る
。
期
間
は
普
通

の
半
分
の
三
’
四
日
で
は
あ
る
が
、
入
山
を
忌
避
し
て
い
る
。
こ
こ
に
伝
承
の
根
強

さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

げ
の
４
で
「
少
な
く
と
も
三
日
間
」
の
忌
避
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
詳
細
は
次
の

通
り
で
あ
る
。
「
山
猟
師
が
い
た
が
、
こ
の
人
は
婚
礼
の
火
を
ま
ぜ
れ
ば
、
七
日
間

一
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は
山
へ
入
ら
な
か
っ
た
。
山
猟
師
は
鹿
や
猪
を
打
つ
人
で
あ
る
が
、
婚
礼
に
よ
ば
れ

て
ご
ち
そ
う
を
た
べ
た
場
合
は
、
七
日
間
山
へ
入
る
こ
と
を
忌
ん
だ
。
少
な
く
と
も

三
日
間
は
山
へ
は
入
ら
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
最
近
の
短
縮
化
傾
向
を
反
映
し
て
、

こ
こ
で
も
七
日
間
か
ら
三
日
間
に
短
縮
き
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た

ま
ま
山
に
入
る
こ
と
自
体
は
タ
ブ
ー
な
の
で
あ
っ
た
。
げ
の
９
で
も
、
「
最
近
は
３

日
間
に
短
縮
さ
れ
た
」
と
言
う
も
の
の
、
現
在
で
も
入
山
忌
避
そ
の
も
の
は
存
在
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

げ
の
「
二
’
三
日
」
は
１
・
妬
・
師
・
弱
の
四
例
で
あ
っ
た
が
、
忌
避
期
間
と
し

て
は
延
べ
七
四
例
中
最
も
短
か
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
四
例
の
忌
避
対
象
は
山
だ

け
で
は
な
い
。
１
で
は
「
焼
き
畑
の
よ
う
な
遠
い
所
」
で
あ
り
、
妬
で
は
「
神
様
」

へ
は
二
’
三
日
お
参
り
が
で
き
な
い
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
師
で
は
、
「
山
に
は
山
の

神
と
い
う
ア
ラ
タ
カ
な
神
が
お
る
。
川
に
は
ア
ラ
タ
カ
な
水
神
が
お
る
」
の
で
、
「
二

’
三
日
で
も
行
か
ん
方
が
よ
い
」
と
い
う
。
本
来
な
ら
ば
七
日
間
は
行
っ
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
が
、
せ
め
て
二
’
三
日
で
も
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
弱

で
は
実
際
に
、
一
九
八
九
年
の
田
植
え
を
二
’
三
日
延
ば
し
て
い
た
。
即
ち
、
「
死

火
や
婚
礼
の
火
や
お
産
の
火
は
、
田
に
入
っ
て
は
い
か
ん
と
い
っ
て
、
私
の
家
で
は

今
年
（
一
九
八
九
）
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
日
を
延
期
し
た
。
田
植
え

を
延
ば
し
た
。
田
の
神
様
に
ケ
ガ
レ
が
あ
り
、
失
礼
に
な
る
の
で
日
を
延
期
し
た
。

オ
サ
バ
イ
サ
マ
（
田
の
神
様
）
に
失
礼
に
な
り
、
ケ
ガ
ス
こ
と
に
な
る
」
の
で
二
’

三
日
延
ば
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
ハ
ナ
ビ
忌
避
は
決
し
て
一
般
論
だ
け
で
は
な
く
、

こ
の
よ
う
に
実
際
に
人
々
の
生
活
を
大
き
く
制
約
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
の
「
神

様
」
は
何
の
神
か
不
明
で
あ
る
。
１
は
焼
畑
、
弱
は
田
の
神
、
師
は
山
の
神
と
水
神

を
そ
れ
ぞ
れ
忌
避
の
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
例
は
総
て
部
に
も
含
み
込
ま
れ

て
い
る
如
く
、
山
を
対
象
と
し
た
場
合
は
七
日
の
忌
避
期
間
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
師
で
は
一
部
山
の
神
も
認
め
ら
れ
る
が
、
げ
四
例
の
場
合
山
以
外
が
多
い
。

焼
畑
・
水
神
・
田
の
神
な
ど
、
山
以
外
の
も
の
に
対
し
て
は
忌
避
意
識
が
わ
り
と
ル

ー
ズ
に
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ｃ
の
二
日
間
は
、
延
べ
七
四
例
も
あ
る
中
で
た
っ
た
一
例
し
か
な
い
。
こ
れ
は

２
で
聞
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
婚
礼
に
参
加
し

た
人
は
、
二
日
間
は
山
へ
入
っ
て
は
い
か
ん
。
今
で
も
こ
れ
を
固
く
守
っ
て
い
る

人
が
い
る
」
「
ま
た
七
日
間
山
へ
入
っ
て
は
い
か
ん
と
も
い
う
」
「
も
し
こ
の
間
に
山

へ
入
る
と
、
病
気
し
た
り
怪
我
す
る
」
「
山
の
神
が
婚
礼
を
嫌
う
」
「
ハ
ナ
ビ
を
く
う

て
山
へ
入
る
と
、
木
が
何
も
し
て
な
い
の
に
バ
リ
バ
リ
鳴
る
と
か
、
山
が
鳴
る
」
と

い
う
。
何
故
三
日
間
な
の
か
、
そ
の
理
由
は
聞
け
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
七
日
の

忌
避
期
間
と
並
存
し
な
が
ら
二
日
間
が
あ
り
、
さ
ら
に
タ
ブ
ー
を
破
っ
て
入
山
し

た
場
合
の
様
々
な
怪
異
現
象
が
存
在
す
る
事
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
七
日
間
だ
け
で

は
物
足
り
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
今
で
も
二
日
間
の
入
山
忌
避
を
固
く
守
っ
て

い
る
人
が
居
り
、
さ
ら
に
山
の
神
が
婚
礼
を
嫌
う
と
い
う
伝
承
が
現
在
で
も
生
き
て

い
る
点
か
ら
も
、
七
日
で
は
な
く
二
日
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
必
然
性
が

認
め
ら
れ
よ
う
。

ｄ
の
二
週
間
も
僅
か
一
例
し
か
な
く
、
例
外
的
存
在
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ

な
り
の
必
然
性
は
あ
っ
た
。
こ
れ
は
訂
の
事
例
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
は
次
の
通
り

で
あ
る
。
「
婚
礼
は
死
ん
だ
の
よ
り
ケ
ガ
レ
が
深
い
。
産
の
ケ
ガ
レ
も
同
じ
で
あ
る
。

神
サ
マ
の
近
く
に
は
よ
れ
な
い
。
死
ん
だ
の
は
七
日
す
れ
ば
よ
い
が
、
婚
礼
の
場
合

は
二
週
間
も
し
な
け
れ
ば
行
け
な
い
。
婚
礼
の
火
を
く
う
た
人
は
、
タ
カ
ヤ
マ
や
神

の
近
く
に
は
よ
れ
な
い
。
猟
師
だ
け
で
な
く
、
百
姓
す
る
人
も
、
山
仕
事
す
る
人
も

一
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み
ん
な
言
う
。
近
く
の
山
は
行
っ
て
も
よ
い
。
畑
へ
行
っ
て
も
よ
い
。
家
の
近
く
は

よ
い
。
ミ
ヤ
マ
（
深
山
）
に
は
神
サ
ン
が
お
る
か
ら
近
よ
ら
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
伝
承
者
は
、
死
の
ケ
ガ
レ
と
の
比
較
の
上
で
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
と
産
の
ケ
ガ
レ

が
同
格
で
あ
り
、
死
の
ケ
ガ
レ
よ
り
も
そ
の
度
合
い
が
強
い
と
説
明
す
る
。
死
の
ケ

ガ
レ
に
七
日
の
忌
避
期
間
が
あ
れ
ば
、
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
は
さ
ら
に
強
い
た
め
に
そ
の

倍
の
二
週
間
と
い
う
意
識
が
働
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
際
に
同
一
地
区
の
他

の
伝
承
者
に
よ
れ
ば
、
ハ
ナ
ビ
は
七
日
の
忌
避
期
間
が
入
山
す
る
た
め
に
必
要
と
言

う
。
死
の
ケ
ガ
レ
よ
り
も
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
が
き
つ
い
と
い
う
意
識
が
「
二
週
間
」
を

導
き
だ
し
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
決
し
て
個
人
的
な
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人

々
が
死
の
ケ
ガ
レ
よ
り
も
婚
礼
の
ケ
ガ
レ
が
き
つ
い
と
考
え
て
い
た
事
の
反
映
と
し

て
位
置
付
け
ね
ば
な
る
ま
い
。

ｅ
二
例
は
一
年
間
の
忌
避
で
あ
り
、
他
の
ａ
ｌ
ｄ
の
延
べ
七
二
例
と
較
べ
れ
ば
そ

の
期
間
に
格
段
の
落
差
が
認
め
ら
れ
る
。
七
日
間
と
三
’
三
日
間
や
、
七
日
間
と
二

週
間
と
い
う
程
度
の
差
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
４
で
は
、
「
婚
礼
す
れ
ば
、
一
年
間

は
金
毘
羅
様
と
か
伊
勢
大
神
宮
な
ど
へ
は
お
参
り
を
し
な
か
っ
た
。
ア
ラ
タ
カ
な
神

に
は
一
年
間
は
ケ
ガ
レ
が
あ
る
の
で
お
参
り
は
し
な
い
。
一
年
間
は
タ
カ
ガ
ミ
ヘ
は

お
参
り
し
な
い
」
と
い
う
。
さ
ら
に
別
で
は
、
「
昔
は
、
嫁
を
も
ろ
う
た
家
も
葬
式

の
場
合
と
同
様
一
年
間
は
神
参
り
し
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
ケ
ガ
レ
る
と
い
う
。
一

年
間
は
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
ヘ
は
お
参
り
に
行
か
な
い
。
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
と
は
、
高
い
名

の
神
・
有
名
な
神
社
」
を
指
す
。
４
と
別
の
共
通
点
は
、
一
年
間
と
い
う
忌
避
期
間

だ
け
で
は
な
い
。
４
の
「
婚
礼
す
れ
ば
」
は
、
婚
礼
の
当
事
者
つ
ま
り
花
嫁
と
花
婿

を
意
味
し
て
い
た
。
或
い
は
婚
礼
の
当
事
者
と
そ
の
家
族
を
含
み
込
ん
で
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
別
の
「
嫁
を
も
ろ
う
た
家
」
と
完
全
に
共
通
す
る
。
つ

花
嫁
の
ケ
ガ
レ
に
よ
る
忌
避
期
間
は
、
一
部
の
例
外
を
除
け
ば
ほ
ぼ
七
日
間
程
度

が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
次
に
、
ど
こ
へ
行
く
事
を
忌
避
し
た
か
と
い
う
点
に
注
目
し

て
お
き
た
い
・

全
五
九
地
区
中
、
６
．
８
の
二
地
区
で
伝
承
が
聞
け
な
か
っ
た
た
め
五
七
地
区
か

ま
り
、
婚
礼
に
参
加
し
て
単
に
火
を
交
え
た
だ
け
の
人
で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
嫁
を

も
ろ
う
た
家
」
こ
そ
に
一
年
間
の
忌
避
期
間
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

ざ
ら
に
も
う
一
つ
の
共
通
点
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
で
あ
っ
た
。

４
で
は
代
表
的
な
タ
カ
ガ
ミ
と
し
て
、
讃
岐
の
金
毘
羅
宮
と
伊
勢
の
大
神
宮
を
挙
げ

て
い
る
。
別
で
は
固
有
名
詞
こ
そ
出
さ
な
い
も
の
の
、
「
高
い
名
の
神
・
有
名
な
神
社
」

と
タ
カ
ガ
ミ
を
説
明
し
て
い
る
。
全
国
的
に
有
名
な
神
社
へ
は
、
一
年
間
参
拝
す
る

事
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
４
も
別
も
共
に
、
山
へ
入
る
事
は
七
日
間
の
禁

忌
が
あ
っ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
一
年
間
の
禁
忌
も
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

花
嫁
が
持
つ
と
さ
れ
る
ケ
ガ
レ
の
感
覚
は
、
神
格
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
忌
避
期
間

も
そ
れ
だ
け
長
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
婚
礼
の
当
事
者
と
そ
の
家
族
と
い
う
人

間
関
係
も
ケ
ガ
レ
の
軽
重
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
婚
礼
に
参
加
し
た
親
戚
や

近
所
の
人
々
に
は
、
一
年
間
も
の
長
き
に
わ
た
る
神
参
り
の
禁
忌
は
課
せ
ら
れ
な
か

っ
た
。
ハ
ナ
ビ
を
共
有
し
た
と
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
七
日
間
程
度
の
禁
忌
で
済
ん
で

い
た
。
そ
の
家
族
の
構
成
員
か
否
か
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
な
落
差
が
あ
っ

た
。
七
日
間
と
一
年
間
の
差
は
、
量
の
違
い
と
い
う
よ
り
も
質
の
違
い
と
言
う
べ
き

で
あ
る
》
っ
。

四
山
に
対
す
る
忌
避
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ら
資
料
が
集
積
さ
れ
た
。
一
地
区
で
複
数
の
伝
承
者
か
ら
聴
き
書
き
を
し
、
さ
ら
に

一
人
の
伝
承
者
か
ら
複
数
の
忌
避
場
所
の
指
定
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
延
べ
数
は
二

七
五
例
と
い
う
極
め
て
彪
大
な
数
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
れ
を
大
ま
か
に
分
け
れ
ば
、
山
・

焼
畑
・
田
畑
・
川
・
土
木
作
業
現
場
な
ど
に
分
類
で
き
る
。
ハ
ナ
ビ
の
本
質
を
考
え

る
上
で
、
こ
の
忌
避
場
所
は
か
な
り
重
要
な
意
味
を
含
み
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

煩
を
厭
わ
ず
伝
承
者
の
口
述
通
り
記
し
て
お
こ
う
。

１

ａ
山
。
２
．
７
．
５
．
９
．
ｍ
・
Ⅱ
・
皿
・
週
・
妬
・
Ⅳ
・
略
・
的
・
別
・
路
・

別
・
妬
・
恥
・
〃
・
魂
・
的
・
釦
・
瓠
・
塊
・
羽
・
斜
・
弱
・
部
・
銘
・
靴
・

蛸
・
“
・
妬
・
“
・
銘
・
的
・
印
・
兜
・
認
・
乳
・
弱
・
昭
・
開
（
四
二
例
）

が
山
猟
。
４
．
５
．
７
．
蛆
．
ｕ
・
皿
・
蛆
．
Ｍ
・
的
・
鴎
・
別
・
路
・
恥
・

〃
・
恥
・
豹
・
別
・
躯
・
銘
・
師
・
銘
・
胡
・
判
・
俎
・
妬
・
弱
・
認
（
二
七
例
）

配
高
い
山
。
５
．
７
．
９
・
皿
・
昭
・
脇
・
Ⅳ
・
肥
・
岨
・
朗
・
別
・
恥
・
別
・

瓠
・
弘
・
銘
・
羽
・
蛇
・
蝿
・
妬
・
別
・
弱
・
印
（
二
三
例
）

が
山
仕
事
。
１
．
４
．
５
．
咽
・
皿
・
妬
・
鴎
・
恥
・
師
・
躯
・
師
・
銘
・
羽
・

側
・
弱
（
一
五
例
）

が
山
の
神
を
ま
つ
っ
て
い
る
所
。
４
・
妬
・
Ⅳ
・
略
・
路
・
羽
・
弱
・
師
・
棚
・

銘
・
別
・
別
・
弱
（
一
三
例
）

が
奥
山
。
１
．
劃
・
朗
・
妬
・
妬
（
五
例
）

７

ａ
ミ
ヤ
マ
。
躯
・
師
・
伽
・
蛆
・
別
（
五
例
）

８

ａ
タ
カ
ヤ
マ
。
４
．
妬
・
師
（
三
例
）

が
遠
く
の
山
。
７
．
妬
（
二
例
）

０

記
山
の
伐
採
。
ｍ
・
別
（
二
例
）

ｌ

が
オ
イ
ヤ
マ
。
別
・
妬
（
二
例
）

齪
山
猟
や
川
漁
。
１
．
９
三
例
）

誹
山
の
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
・
水
神
様
・
山
の
神
様
の
あ
る
よ
う
な
所
。
３
（
一
例
）

部
深
山
へ
の
山
仕
事
。
４
（
一
例
）

が
高
い
山
や
遠
く
の
山
で
、
山
の
神
が
ま
つ
っ
て
あ
る
よ
う
な
所
。
４
（
一
例
）

が
高
い
山
と
は
井
地
山
（
一
四
六
五
ｍ
）
や
勘
定
山
（
一
三
三
四
ｍ
）
で
あ
り
、

こ
の
辺
で
は
い
ち
ば
ん
高
い
山
で
あ
る
が
、
あ
の
山
へ
は
絶
対
に
入
ら
な
か
っ
た
。

４
（
一
例
）

部
猟
師
。
５
（
一
例
）

刮
奥
の
高
い
山
。
７
（
一
例
）

副
山
の
神
サ
ン
と
い
う
モ
リ
が
所
々
に
あ
る
。
９
（
一
例
）

０

誘
高
い
山
へ
の
山
仕
事
。
岨
（
一
例
）

淫
国
有
林
の
よ
う
な
ミ
ヤ
マ
。
岨
（
一
例
）

謡
向
か
い
の
山
で
も
上
の
方
。
胆
（
一
例
）

淫
近
く
に
神
サ
ン
、
特
に
山
の
神
サ
ン
が
あ
る
よ
う
な
所
。
咽
（
一
例
）

淫
神
さ
ん
が
い
る
よ
う
な
高
い
山
。
喝
（
一
例
）

が
所
々
に
山
の
神
を
祀
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。
そ
こ
が
い
か
ん
。
だ
か
ら
、
高
い

山
と
は
限
っ
た
も
の
で
も
な
い
。
喝
（
一
例
）

謡
人
家
か
ら
あ
る
程
度
離
れ
た
高
い
山
。
喝
（
一
例
）

淫
人
里
離
れ
た
よ
う
な
所
の
山
。
山
の
神
を
祀
っ
て
あ
る
か
ら
。
昭
（
一
例
）

淫
山
や
川
。
巧
（
一
例
）

淫
人
里
離
れ
た
山
で
、
普
通
の
人
が
入
っ
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
山
。
妬
（
一
例
）

が
国
有
林
や
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
が
い
る
よ
う
な
山
。
略
（
一
例
）

添
人
里
離
れ
た
よ
う
な
山
で
清
い
所
。
肥
（
一
例
）

一
四
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が
奥
山
の
人
が
あ
ま
り
行
か
な
い
よ
う
な
山
。
的
（
一
例
）

丞
奥
の
ミ
ヤ
マ
。
岨
（
一
例
）

解
高
い
山
で
も
低
い
山
で
も
山
へ
行
く
の
は
嫌
っ
た
。
別
（
一
例
）

が
神
サ
マ
を
祀
っ
て
い
る
よ
う
な
高
い
山
。
（
家
の
附
近
の
焼
畑
の
山
な
ど
は
よ

い
。
）
別
（
一
例
）

誘
炭
焼
き
釜
。
別
（
一
例
）

課
高
山
で
木
を
伐
る
こ
と
。
鴎
（
一
例
）

餅
セ
ッ
シ
ョ
ー
に
行
く
時
。
別
（
一
例
）

諜
用
事
で
高
い
山
の
道
を
通
る
こ
と
。
妬
（
一
例
）

認
山
越
し
。
釦
（
一
例
）

認
山
の
八
合
目
か
六
合
目
か
ら
上
ぐ
ら
い
は
行
か
な
か
っ
た
。
記
（
一
例
）

が
山
の
神
と
か
水
神
を
祀
っ
て
あ
る
よ
う
な
所
。
躯
（
一
例
）

が
遠
い
深
い
山
。
銘
（
一
例
）

が
山
ジ
イ
が
出
る
よ
う
な
高
い
山
。
狐
（
一
例
）

が
山
林
業
。
妬
（
一
例
）

が
深
い
山
。
卿
（
一
例
）

総
て
の
事
例
を
一
度
に
検
討
す
る
こ
と
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
山
・

焼
畑
・
田
畑
・
川
・
道
路
工
事
な
ど
の
項
目
別
に
分
け
て
、
そ
の
各
々
に
つ
い
て
若

干
の
分
析
を
試
み
て
お
き
た
い
。
ま
ず
最
も
類
例
の
多
か
っ
た
山
に
つ
い
て
、
こ
こ

に
列
挙
し
て
み
た
。
全
体
の
延
べ
数
二
七
五
例
中
で
、
山
関
連
の
事
例
は
一
七
五
例

も
あ
り
、
全
体
の
六
四
％
も
占
め
る
。
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
場
合
、
最
初
に
人
々
の
念

頭
に
浮
か
ぶ
の
は
山
に
対
す
る
畏
れ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
一
口
に
山
と
言
っ
て

も
、
詳
細
に
見
れ
ば
副
Ｉ
が
の
ａ
群
と
し
て
纏
め
て
お
い
た
如
く
、
何
と
四
六
種
類

も
の
説
明
が
あ
っ
た
。
意
味
す
る
中
味
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
言
い
廻
し
が
微
妙
に

異
な
る
場
合
は
、
敢
え
て
項
目
を
別
に
し
た
。
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
忌
避
場
所
に

つ
い
て
の
伝
承
は
ハ
ナ
ビ
の
本
質
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考

え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
ａ
群
一
七
五
例
中
最
も
多
か
っ
た
の
は
記
の
「
山
」
四
二
例
で
あ
っ
た
。

ａ
群
全
体
の
二
四
％
を
占
め
る
。
一
口
に
「
山
」
と
言
っ
て
も
、
あ
ま
り
に
も
漠
然

と
し
す
ぎ
て
い
る
。
が
Ｉ
郡
の
一
三
三
例
が
示
す
如
く
、
「
山
」
の
背
景
に
は
様
々

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
み
込
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
伝
承
者
達
は
そ
れ
を
承
知

の
上
で
、
敢
え
て
一
括
し
て
「
山
」
と
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
初
対
面
の
調

査
者
に
て
っ
と
り
早
く
説
明
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
他
は
な
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

配
の
「
山
」
に
次
い
で
多
か
っ
た
の
が
、
淫
の
「
山
猟
」
二
七
例
で
あ
っ
た
。
こ

の
類
例
は
他
に
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
劃
の
「
オ
イ
ヤ
マ
」
二
例
は
、
山
で
鳥
獣
を

追
う
こ
と
で
あ
り
、
狩
猟
に
他
な
ら
な
い
。
き
ら
に
劃
の
「
山
猟
や
川
漁
」
二
例
は
、

川
漁
も
含
ん
だ
山
猟
で
あ
っ
た
。
ま
た
記
の
「
猟
師
」
一
例
も
山
猟
に
他
な
ら
な
い
。

餅
の
「
セ
ッ
シ
ョ
ー
に
行
く
時
」
一
例
も
山
猟
を
意
味
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
山
猟

の
範
晴
に
含
ま
れ
る
も
の
は
、
合
計
三
三
例
に
達
し
た
。
こ
の
う
ち
別
で
は
、
「
山

猟
」
・
「
オ
イ
ヤ
マ
」
・
「
猟
師
」
・
「
セ
ッ
シ
ョ
ー
に
行
く
時
」
の
四
類
例
が
重
複
す
る

た
め
、
地
区
別
で
み
れ
ば
全
五
八
地
区
中
の
三
○
地
区
で
山
猟
忌
避
が
判
明
し
た
。

つ
ま
り
全
地
区
の
五
二
％
、
半
数
余
り
の
地
区
で
は
ハ
ナ
ビ
を
交
え
て
山
猟
に
行
く

事
を
忌
避
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
明
言
さ
れ
た
例
に
限
ら
れ
て
お
り
、

言
及
こ
そ
な
い
も
の
の
部
の
「
山
」
で
は
言
外
の
意
味
と
し
て
「
山
猟
」
が
含
ま
れ

て
い
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
少
な
く
と
も
五
二
％
の
地
区
で
は
、
明
ら
か
に
ハ

一
四
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ナ
ビ
を
交
え
た
ま
ま
山
猟
に
行
く
こ
と
を
忌
避
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
延
べ
一
七

五
例
か
ら
見
れ
ば
、
三
三
例
で
あ
る
か
ら
全
体
の
一
九
％
を
占
め
る
。

山
猟
に
次
い
で
多
い
の
は
、
が
の
「
高
い
山
」
二
三
例
で
あ
っ
た
。
一
口
に
「
高

い
山
」
と
言
っ
て
も
そ
の
基
準
は
暖
昧
で
あ
り
、
判
断
に
苦
し
む
場
合
が
多
い
。

が
に
含
ま
れ
る
肥
・
別
で
は
、
「
家
の
近
く
の
山
」
は
よ
い
と
付
け
加
え
て
説
明
す
る
。

高
い
山
で
あ
っ
て
も
家
の
近
く
の
山
で
あ
れ
ば
、
ハ
ナ
ビ
を
気
に
せ
ず
に
山
へ
入
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
釦
で
は
、
「
向
か
い
の
山
ぐ
ら
い
は
よ
い
が
、
中
復
よ
り
も
上

は
よ
く
な
い
」
と
説
明
す
る
。
こ
こ
で
は
、
い
く
ら
「
近
く
の
山
」
つ
ま
り
「
向
か

い
の
山
」
で
あ
っ
て
も
、
中
腹
よ
り
上
は
入
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
総

合
す
れ
ば
、
家
の
近
く
の
山
で
、
し
か
も
山
の
中
腹
以
下
の
場
所
で
あ
れ
ば
、
ハ
ナ

ビ
を
交
え
て
い
て
も
忌
避
す
る
必
要
は
な
く
入
山
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ

が
群
で
は
、
「
高
い
山
で
も
低
い
山
で
も
山
へ
行
く
の
は
嫌
っ
た
」
と
言
い
、
ど
の

よ
う
な
山
で
も
山
で
あ
れ
ば
無
条
件
に
忌
避
し
た
事
例
も
あ
る
。

こ
の
他
、
が
二
三
例
の
類
例
は
か
な
り
多
い
。
が
二
例
は
「
タ
カ
ャ
マ
」
で
あ
り
、

が
の
「
高
い
山
」
と
殆
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
郡
一
例
は
、
「
高
い
山
や
遠
く
の
山
で

山
の
神
が
祀
っ
て
あ
る
よ
う
な
所
」
で
ハ
ナ
ビ
を
嫌
う
。
「
高
い
」
と
「
遠
い
」
は

別
の
概
念
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
同
じ
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
後
半
部
の

「
山
の
神
が
祀
っ
て
あ
る
よ
う
な
所
」
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
が
、
こ
の
件
は
後
に

詳
述
す
る
。
さ
ら
に
記
で
は
、
「
高
い
山
と
は
井
地
山
（
一
四
六
五
ｍ
）
や
勘
定
山
（
一

三
三
四
ｍ
）
で
あ
り
、
こ
の
辺
で
は
い
ち
ば
ん
高
い
山
で
あ
る
が
、
あ
の
山
へ
は
絶

対
に
入
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
具
体
的
な
山
名
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
高
い
山
と

し
て
は
極
め
て
わ
か
り
や
す
い
。
こ
の
他
、
「
高
い
山
」
の
類
例
を
挙
げ
れ
ば
、
が
の

０

２

「
奥
の
高
い
山
」
、
淫
の
「
高
い
山
へ
の
山
仕
事
」
、
淫
の
「
向
か
い
の
山
で
も
上
の

方
」
、
談
の
「
神
サ
ン
が
い
る
よ
う
な
高
い
山
」
、
謡
の
「
人
家
か
ら
あ
る
程
度
離
れ

た
高
い
山
」
、
誘
の
「
神
サ
マ
を
祀
っ
て
い
る
よ
う
な
高
い
山
（
家
の
附
近
の
焼
畑

の
山
な
ど
は
よ
い
）
」
、
誘
の
「
高
山
で
木
を
伐
る
こ
と
」
、
淫
の
「
用
事
で
高
い
山

の
道
を
通
る
こ
と
」
、
謎
の
「
山
越
し
」
、
淫
の
「
八
合
目
か
六
合
目
か
ら
上
ぐ
ら
い

は
行
か
な
か
っ
た
」
、
が
の
「
山
ジ
イ
が
出
る
よ
う
な
高
い
山
」
な
ど
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
説
明
の
中
で
、
「
高
い
山
」
に
か
か
る
修
飾
語
に
注
目
し
た
い
。
が
で
は
「
神

サ
ン
が
い
る
よ
う
な
」
、
記
で
は
「
神
サ
マ
を
祀
っ
て
い
る
よ
う
な
」
と
あ
る
。
ざ

ら
に
部
で
は
、
「
山
ジ
イ
が
出
る
よ
う
な
」
高
い
山
で
あ
り
、
高
い
山
に
は
神
ま
た

は
妖
怪
的
存
在
が
現
象
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述

の
計
で
の
「
高
い
山
や
遠
く
の
山
で
山
の
神
が
祀
っ
て
あ
る
よ
う
な
所
」
と
い
う
伝

承
と
も
一
致
す
る
。
高
い
山
と
神
ま
た
は
妖
怪
的
存
在
の
密
接
な
関
連
性
を
暗
示
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。

「
高
い
山
」
と
極
め
て
近
い
概
念
と
し
て
、
が
の
「
奥
山
」
五
例
が
あ
る
。
こ
の

中
で
躯
で
は
、
「
家
の
近
く
の
山
だ
と
言
わ
な
い
」
、
つ
ま
り
ハ
ナ
ビ
を
気
に
し
な
い

と
い
う
。
前
述
の
部
で
は
「
高
い
山
や
遠
く
の
山
」
と
い
う
事
で
、
「
高
い
」
と
「
遠

い
」
が
同
様
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
「
奥
」
も
こ
れ
ら
と
同
じ
範
晴
に
分

類
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
「
高
い
」
「
遠
い
」
「
奥
」
山
は
同
じ
意
味
で
あ
っ

た
。
前
述
の
劃
で
も
、
「
奥
の
高
い
山
」
と
説
明
す
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
「
奥
山
」
は
「
ミ
ヤ
マ
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
意
味
を
も
つ
。
記
は
「
ミ
ヤ
言

五
例
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
別
で
は
こ
れ
を
「
深
い
山
．
高
い
山
」
と
説
明
し
て
い

る
。
ま
た
郡
に
属
す
る
師
で
は
、
「
神
サ
ン
が
お
る
か
ら
」
ミ
ヤ
マ
即
ち
深
山
に
は

ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
ま
ま
入
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
っ
た
。
「
高
い
」
「
遠
い
」
「
深
い
」

「
奥
」
の
山
は
、
ミ
ヤ
マ
と
同
じ
概
念
で
捕
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

一
四
九



こ
の
類
例
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
副
一
例
の
「
深
山
へ
の
山
仕
事
」
、
淫
一
例
の
「
国

有
林
の
よ
う
な
ミ
ヤ
マ
」
、
が
一
例
の
「
人
里
離
れ
た
よ
う
な
所
の
山
。
山
の
神
を

祀
っ
て
あ
る
か
ら
。
」
、
誰
の
「
人
里
離
れ
た
山
で
、
普
通
の
人
が
入
っ
た
こ
と
の
な

い
よ
う
な
山
」
、
が
の
「
国
有
林
や
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
が
い
る
よ
う
な
山
」
、
が
の
「
人

里
離
れ
た
よ
う
な
山
で
清
い
所
」
、
記
の
「
奥
山
の
人
が
あ
ま
り
行
か
な
い
よ
う
な
山
」
、

淫
の
「
奥
の
ミ
ヤ
マ
」
、
記
の
「
遠
い
深
い
山
」
、
が
の
「
深
い
山
」
な
ど
も
、
す
べ

て
「
高
い
山
」
の
範
晴
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
高
い
」
「
遠
い
」
「
深
い
」
「
奥
」

の
山
は
、
す
べ
て
ミ
ヤ
マ
と
同
じ
意
味
を
持
つ
、
人
里
か
ら
距
離
的
に
離
れ
た
場
所

を
指
す
言
葉
と
し
て
共
通
し
て
い
た
。
謡
で
は
奇
し
く
も
、
「
山
の
神
を
祀
っ
て
あ

る
か
ら
」
「
人
里
離
れ
た
よ
う
な
所
の
山
」
に
は
近
寄
ら
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に

訳
で
は
、
「
人
里
離
れ
た
よ
う
な
山
」
が
「
清
い
所
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
把
握
き

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
遠
い
」
「
高
い
」
「
深
い
」
「
人
里
離
れ
た
」
「
奥
」
山
は
、

人
に
よ
っ
て
ま
だ
稜
さ
れ
て
い
な
い
手
つ
か
ず
の
自
然
状
態
が
そ
の
ま
ま
そ
こ
に
残

っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
中
に
「
神
」
や
「
山
の
神
」
や
「
山
ジ
イ
」
が
存
在
す
る

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
物
理
的
に
人
里
か
ら
離
れ

た
所
の
山
と
い
う
こ
と
で
一
括
す
れ
ば
、
が
．
が
．
〃
・
が
・
が
・
群
・
餅
・
郡
・

’
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３

８
０
１
２
４
６
７
９
０
１
２
３
４
５
７
９

ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
。
ａ
づ
ａ
・

訓
・
郡
・
談
・
群
・
辞
が
こ
の
範
晴
に
入
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
れ
ば
六
二
例
に
達

し
、
ａ
群
全
体
の
三
五
％
を
占
め
る
。

「
山
猟
」
・
「
高
い
山
」
に
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
、
が
一
五
例
の
「
山
仕
事
」
で

あ
っ
た
。
山
仕
事
の
中
で
も
特
に
伐
採
で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
刮
二
例
は
「
山
の

伐
採
」
と
明
言
し
て
い
る
。
ざ
ら
に
淫
で
は
「
高
山
で
木
を
伐
る
こ
と
」
と
説
明
す

る
。
淫
の
「
山
林
業
」
も
「
山
仕
事
」
の
部
類
に
入
る
。
郡
の
「
深
山
へ
の
山
仕
事
」
、

０

が
の
「
高
い
山
へ
の
山
仕
事
」
の
例
は
、
前
述
の
「
高
い
」
「
深
い
」
山
の
範
晴
に

も
含
ま
れ
る
が
、
「
山
仕
事
」
の
部
類
に
も
入
る
。
以
上
を
合
計
す
れ
ば
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
は
全
部
で
二
一
例
と
な
り
、
延
べ
一
七
五
例
中
の
一
二
％
を
占
め
る
こ
と
に

な
る
。こ

の
他
、
が
の
「
山
の
神
を
祀
っ
て
い
る
所
」
一
三
例
も
見
逃
せ
な
い
。
が
に
含

ま
れ
る
妬
で
は
、
「
高
い
山
は
山
に
よ
っ
て
神
サ
ン
を
祀
っ
て
い
る
」
と
も
言
い
、

が
の
「
高
い
山
」
グ
ル
ー
プ
に
も
含
め
て
考
え
ら
れ
る
。
脂
の
「
神
サ
ン
」
は
当
然

山
の
神
を
指
す
。
ま
た
館
で
は
、
「
山
の
神
様
が
お
る
よ
う
な
所
」
と
言
い
、
ハ
ナ

ビ
を
交
え
た
者
に
と
っ
て
山
の
神
は
絶
対
的
な
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
は
、

銘
・
別
・
別
．
．
弱
の
四
地
区
で
も
言
え
る
。
銘
で
は
「
絶
対
に
入
っ
て
は
い
か
ん
」
、

別
と
別
で
は
「
一
切
近
寄
っ
て
は
な
ら
な
い
」
、
弱
で
は
「
絶
対
に
火
が
あ
け
る
ま

で
近
寄
ら
な
か
っ
た
」
と
ま
で
言
う
。
「
一
切
」
と
か
「
絶
対
」
と
い
う
言
葉
が
示

す
如
く
、
極
め
て
厳
重
に
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
類
例
は
鄙
で
も
見

ら
れ
、
「
山
の
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
・
水
神
様
・
山
の
神
様
の
あ
る
よ
う
な
所
」
が
忌
避

さ
れ
る
。
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
と
は
、
物
部
村
で
は
普
通
は
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
と
い
う

程
の
意
味
で
あ
る
が
、
「
山
の
」
と
い
う
冠
詞
が
つ
け
ば
山
の
神
に
他
な
ら
な
い
。

記
で
は
、
「
山
の
神
サ
ン
と
い
う
モ
リ
が
所
々
に
あ
る
」
が
、
こ
こ
へ
ハ
ナ
ビ
を
交

え
た
者
が
行
っ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
謡
で
は
、
「
近
く
に
神
サ
ン
特
に
山
の
神
サ

ン
が
あ
る
よ
う
な
所
」
と
言
う
。
神
々
の
中
で
も
、
特
に
山
の
神
が
忌
避
き
れ
て
い

る
点
に
注
目
し
た
い
。
託
で
は
、
「
所
々
に
山
の
神
を
祀
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。
そ

こ
が
い
か
ん
。
だ
か
ら
高
い
山
と
は
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、

高
い
山
で
あ
ろ
う
が
低
い
山
で
あ
ろ
う
が
、
ま
た
里
で
あ
ろ
う
が
、
と
に
か
く
「
山

の
神
」
を
祀
る
所
が
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者
に
と
っ
て
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
事
を
こ
の

一
五
○



事
例
は
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
、
群
で
言
う
「
高
い
山
で
も
低
い

山
で
も
山
へ
行
く
の
は
嫌
っ
た
」
と
い
う
事
例
も
、
便
宜
的
に
「
高
い
山
」
グ
ル
ー

プ
に
分
類
し
た
が
言
外
に
山
の
神
を
祀
っ
て
い
る
所
を
指
し
示
し
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
記
は
、
「
山
の
神
と
か
水
神
を
祀
っ
て
あ
る
よ
う
な
所
」
と
言
い
、
こ
こ

で
も
水
神
と
共
に
山
の
神
が
忌
避
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
前
述
の
「
高
い
山
」
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
て
お
い
た
事
例
の
中
に
も
、
い

く
つ
か
山
の
神
と
関
連
す
る
伝
承
が
見
出
せ
る
。
郡
の
ミ
ヤ
マ
に
分
類
さ
れ
た
師
で

は
、
「
神
サ
ン
が
お
る
か
ら
」
ミ
ヤ
マ
に
入
ら
な
い
と
言
う
。
ま
た
誰
で
は
、
「
神
サ

ン
が
い
る
よ
う
な
高
い
山
」
で
あ
り
、
謡
で
は
「
人
里
離
れ
た
よ
う
な
所
の
山
。
山

０

の
神
が
祀
っ
て
あ
る
か
ら
」
、
溌
で
は
「
国
有
林
や
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
が
い
る
よ
う
な
山
」
、

認
の
「
神
様
を
祀
っ
て
い
る
よ
う
な
高
い
山
」
、
淫
の
「
山
ジ
イ
が
出
る
よ
う
な
高

い
山
」
と
い
う
例
な
ど
も
、
山
の
神
の
存
在
を
明
示
し
ま
た
暗
示
す
る
事
例
で
あ
っ

た
。
ミ
ヤ
マ
の
神
と
は
、
恐
ら
く
山
の
神
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
淫
の
高
い

山
に
い
る
神
も
同
様
で
あ
り
、
山
の
タ
カ
ガ
ミ
も
山
の
神
以
外
に
は
考
え
に
く
い
。

淫
の
人
里
離
れ
た
山
で
「
清
い
所
」
も
、
山
の
神
と
は
明
言
し
な
い
も
の
の
、
神
を

祀
る
神
聖
な
場
所
と
い
う
意
味
は
明
確
で
あ
り
、
人
里
離
れ
た
山
で
あ
る
か
ら
、
山

の
神
を
暗
に
示
す
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
謡
で
言
う
「
山
ジ
イ
」
は
妖
怪
と
も
解
釈

で
き
る
が
、
別
稿
で
詳
述
し
た
如
く
山
の
神
と
同
体
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、

「
山
の
神
」
グ
ル
ー
プ
に
分
類
き
れ
る
事
例
は
が
の
一
三
例
を
始
め
、
認
・
記
・
記
．

３
４
５
７
０
１
５
２
４

群
・
記
・
淫
・
淫
・
課
・
が
．
課
・
認
・
課
の
一
二
例
も
算
入
で
き
、
合
計
二
五
例

で
延
べ
一
七
五
例
中
一
四
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
ａ
群
即
ち
山
に
分
類
き
れ
る
延
べ
一
七
五
例
を
さ
ら
に
五
つ
に
細
分
化
し

て
検
討
を
加
え
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
纏
め
て
お
く
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
山
。
二
四
％
（
四
二
例
）

・
山
猟
。
一
九
％
（
三
三
例
）

．
高
い
山
。
三
五
％
（
六
二
例
）

・
山
仕
事
。
一
二
％
（
一
二
例
）

・
山
の
神
。
一
四
％
（
二
五
例
）

一
つ
の
説
明
の
中
に
、
複
数
の
類
型
を
含
む
場
合
が
あ
る
た
め
、
％
の
合
計
は
一

○
○
に
な
ら
ず
に
一
○
四
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
全
体
の

傾
向
を
つ
か
む
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
中
で
も
最
も
多
か
っ
た
の
は
「
高
い
山
」
グ

ル
ー
プ
で
あ
り
、
全
体
の
三
五
％
を
占
め
て
い
た
。
こ
れ
は
、
「
遠
い
」
「
深
い
」
「
奥
」

山
や
「
ミ
ヤ
マ
」
を
も
含
ん
で
お
り
、
人
里
離
れ
た
神
秘
的
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
「
高
い
山
」
グ
ル
ー
プ
は
、
「
山
の
神
」
グ
ル
ー
プ
と

極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
。
し
か
も
、
４
．
週
・
肥
・
別
・
訂
・
似
の
六
地
区
で
は
、

「
高
い
山
」
グ
ル
ー
プ
と
「
山
の
神
」
グ
ル
ー
プ
が
重
複
し
た
伝
承
が
存
在
し
た
。

こ
の
よ
う
に
重
複
す
る
ケ
ー
ス
は
他
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
「
高
い
」
「
遠
い
」

「
深
い
」
「
奥
」
山
や
「
ミ
ヤ
マ
」
が
こ
の
よ
う
に
最
も
高
い
割
合
で
忌
避
さ
れ
る
背

景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
場
所
に
こ
そ
山
の
ヌ
シ
と
し
て
の
山
の
神
が
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
に
か
く
、
物
部
村
に
於
い
て
、
ハ
ナ
ビ

を
交
え
た
者
の
入
山
忌
避
の
意
識
に
は
尋
常
で
は
な
い
も
の
を
感
じ
る
。
非
常
に
恐

れ
て
い
る
こ
と
を
、
調
査
者
も
肩
で
感
じ
る
事
が
何
度
も
あ
っ
た
。
別
稿
で
詳
述
し

②

た
が
、
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
ま
ま
山
へ
入
っ
て
い
て
恐
ろ
し
い
目
に
あ
っ
た
事
を
話
す

場
合
、
「
見
え
ん
物
が
見
え
る
」
と
よ
く
言
う
。
山
で
山
の
神
の
逆
鱗
に
触
れ
た
場
合
、

そ
の
事
を
里
で
口
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
。
三
年
と
か

五
年
と
か
年
限
を
決
め
て
、
そ
の
間
は
一
切
山
で
の
で
き
ご
と
を
他
の
人
に
話
し
て

一

五
一



次
に
、
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
人
々
が
焼
き
畑
に
入
る
こ
と
を
忌
避
す
る
事
例
に
つ
い

て
検
討
し
て
お
こ
う
。

け
焼
畑
。
１
．
躯
・
“
・
別
・
開
（
五
例
）

げ
キ
リ
バ
タ
。
劃
・
銘
・
伽
・
蛆
・
開
（
五
例
）

げ
ヤ
キ
ハ
タ
の
よ
う
な
所
。
７
（
一
例
）

げ
い
く
ら
焼
畑
で
あ
っ
て
も
高
い
山
の
焼
畑
。
７
（
一
例
）

げ
ヤ
キ
バ
タ
で
も
遠
く
の
山
は
よ
く
な
い
。
喝
（
一
例
）

げ
サ
ン
ボ
ウ
サ
マ
（
作
の
神
）
を
祀
っ
て
あ
る
所
。
過
（
一
例
）

げ
山
の
ヤ
キ
ハ
タ
も
行
か
な
か
っ
た
。
山
の
神
を
祀
っ
て
あ
る
か
ら
。
昭
（
一
例
）

ザ
焼
き
畑
で
も
高
い
山
へ
は
行
か
ん
。
弱
（
一
例
）

げ
高
い
山
で
の
ヤ
キ
バ
タ
。
羽
（
一
例
）

以
上
、
焼
き
畑
に
対
す
る
忌
避
は
実
質
一
四
地
区
で
延
べ
一
七
例
が
確
認
さ
れ
た
。

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
調
査
者
が
伝
承
者
か
ら
話
を
聞
く
場
合
、
簡
単

に
は
山
で
の
出
来
事
を
話
し
て
貰
え
な
い
こ
と
が
多
い
。
「
山
猟
」
グ
ル
ー
プ
に
し

て
も
、
「
山
仕
事
」
グ
ル
ー
プ
に
し
て
も
、
様
々
な
怪
異
が
そ
の
伝
承
の
中
に
は
つ

き
ま
と
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
最
も
漠
然
と
し
て
い
る
「
山
」
グ

ル
ー
プ
四
二
例
に
も
あ
て
は
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
、
ａ
群
延
べ
一
七
五

例
は
「
山
」
「
山
猟
」
「
高
い
山
」
「
山
仕
事
」
「
山
の
神
」
の
五
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら

れ
る
も
の
の
、
そ
の
根
幹
の
部
分
に
は
山
の
神
の
怪
異
に
よ
る
恐
怖
体
験
が
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。

五
焼
き
畑
に
対
す
る
忌
避

全
体
の
延
べ
数
が
二
七
五
例
で
あ
る
か
ら
、
僅
か
六
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
地

区
別
に
見
れ
ば
全
五
七
地
区
中
一
四
地
区
、
つ
ま
り
二
五
％
の
地
区
で
は
何
ら
か
の

形
で
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者
が
焼
き
畑
に
入
っ
て
は
な
ら
な
い
伝
承
が
あ
っ
た
こ
と
に

な
る
。
延
べ
数
の
上
で
は
六
％
と
少
な
い
が
、
地
区
別
の
二
五
％
は
決
し
て
無
視
で

き
な
い
。
絶
対
数
は
少
な
い
が
、
四
分
の
一
の
地
区
で
は
焼
き
畑
へ
も
ハ
ナ
ビ
を
交

え
た
ま
ま
入
る
こ
と
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

け
の
躯
で
は
、
「
向
か
い
の
山
の
ヤ
キ
バ
タ
で
も
入
る
こ
と
を
嫌
っ
て
い
た
と
言
い
、

山
の
中
腹
部
を
指
し
示
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
げ
の
銘
で
は
、
「
深
い
山
で
行
な
う

場
合
」
、
卿
で
は
「
高
い
山
の
場
合
の
み
」
キ
リ
バ
タ
に
入
る
こ
と
を
忌
避
す
る
。

キ
リ
バ
タ
と
は
焼
畑
の
事
を
意
味
す
る
。
け
で
は
、
「
い
く
ら
焼
畑
で
あ
っ
て
も
高

い
山
の
焼
畑
」
を
避
け
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
低
い
山
は
忌
避
せ
ず
に
高
い
山
の
焼

畑
の
み
避
け
る
と
い
う
言
外
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。
け
の
躯
で
は
山
の
中
腹
部

の
焼
畑
で
嫌
っ
て
お
り
、
こ
の
点
が
若
干
異
な
る
。
げ
と
同
様
の
伝
承
は
げ
で
も
見

ら
れ
る
。
即
ち
、
「
ヤ
キ
バ
タ
で
も
遠
く
の
山
は
よ
く
な
い
」
と
言
い
、
近
く
の
山

の
焼
畑
は
よ
い
が
、
「
遠
く
の
山
」
で
の
焼
畑
が
い
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
げ
で
も
、
「
焼
き
畑
で
も
高
い
山
は
行
か
ん
」
と
言
い
、
低
い
山
は
認
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
げ
で
も
、
「
高
い
山
」
で
の
焼
畑
を
嫌
っ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
、
焼
き
畑
の
中
で
も
「
深
い
山
」
「
高
い
山
」
「
遠
く
の
山
」
と
い
う
人
里

離
れ
た
場
所
に
限
定
し
て
忌
避
す
る
事
例
が
、
延
べ
一
七
例
中
六
例
で
三
五
％
を
占

め
て
い
た
。
前
述
の
「
高
い
山
」
グ
ル
ー
プ
も
ａ
群
の
中
で
三
五
％
を
占
め
て
お
り
、

全
く
同
じ
傾
向
が
焼
畑
の
場
合
で
も
見
え
た
。
ハ
ナ
ビ
を
交
え
て
も
、
人
里
近
く
の

焼
畑
は
嫌
わ
な
い
が
、
「
深
い
」
「
遠
い
」
「
高
い
」
山
で
の
焼
畑
は
忌
避
し
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。
同
じ
焼
畑
で
あ
っ
て
も
、
人
里
近
く
の
場
合
は
な
ぜ
嫌
わ
な
い
の
で

一

打
一
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あ
ろ
う
か
。
そ
の
解
答
の
糸
口
は
、
げ
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
山
の
神
を
祀

っ
て
い
る
か
ら
」
山
の
焼
畑
へ
入
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
焼
畑
で
は
あ
っ

て
も
、
「
深
い
」
「
遠
い
」
「
高
い
」
山
で
の
焼
畑
は
山
の
神
の
論
理
の
中
に
組
み
込

ま
れ
て
い
た
が
故
に
、
ハ
ナ
ビ
を
交
え
れ
ば
タ
ブ
ー
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な

ぜ
「
深
い
」
「
遠
い
」
「
高
い
」
山
に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
の
か
が
理
解
で
き
よ
う
。

一
方
、
焼
畑
に
は
山
の
神
だ
け
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
ザ
で
は
サ

ン
ボ
ウ
サ
マ
（
作
の
神
）
が
焼
畑
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
へ
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者

が
近
附
い
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
の
焼
畑
は
、
山
の
上
の
方
な
の
か
麓
な

の
か
不
明
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
サ
ン
ボ
ウ
サ
マ
の
近
く
は
よ
く
な
か
っ
た
。
物
部

村
で
は
田
の
神
を
オ
サ
バ
イ
サ
マ
と
呼
ぶ
が
、
作
の
神
と
し
て
の
サ
ン
ボ
ウ
サ
マ
も

オ
サ
バ
イ
サ
マ
と
一
連
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
げ
の
豹
で
は
、
キ
リ
バ
タ
で
も
「
火
を
入
れ
る
よ
う
な
時
、
特
に
嫌
う
」

と
い
う
。
こ
の
伝
承
は
、
ハ
ナ
ビ
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
山
の
木
々
を
伐
り

倒
し
、
あ
る
程
度
乾
燥
さ
せ
た
所
で
火
を
つ
け
て
燃
や
し
て
畑
に
作
り
替
え
る
。
焼

畑
の
本
質
は
、
ま
さ
に
こ
の
火
入
れ
に
あ
っ
た
。
火
に
よ
っ
て
山
林
は
畑
に
変
革
す

る
の
で
あ
り
、
そ
の
土
地
が
様
々
な
穀
物
や
野
菜
を
育
む
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
こ
の

火
は
、
人
の
生
命
を
根
底
か
ら
支
え
る
最
も
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
人
々
は
火
入
れ
の
時
の
「
火
」
に
、
ケ
ガ
レ
と
き
れ
る
ハ
ナ
ビ
の
火
が
ま
じ
る

こ
と
を
極
度
に
恐
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
人
里
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る
程
、

人
間
の
力
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
山
の
神
や
サ
ン
ボ
ウ
サ
マ
に
総
て
を
委
ね
な

け
れ
ば
ど
う
し
よ
う
も
な
い
現
状
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
人
里
近
く
で
あ
れ
ば
、
不

測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
で
も
ま
だ
何
と
か
手
の
施
し
よ
う
が
あ
る
。
「
深
い
」
「
高

い
」
「
遠
い
」
山
に
な
る
と
、
あ
と
は
運
を
天
（
つ
ま
り
山
の
神
や
サ
ン
ボ
ウ
サ
マ
）

意
外
で
あ
る
が
、
山
や
焼
畑
ば
か
り
で
は
な
く
、
里
に
位
置
す
る
畑
へ
も
ハ
ナ
ビ

は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
た
。

ｄ
畑
。
Ⅳ
。
“
・
妬
・
弱
（
四
例
）

ぴ
田
畑
。
別
・
銘
・
鳴
・
“
・
妬
・
卿
・
別
・
冊
・
開
（
九
例
）

ｄ
は
畑
の
み
忌
避
す
る
が
、
ぴ
は
田
も
含
ま
れ
て
お
り
、
両
者
を
合
算
す
れ
ば
一

三
例
で
全
二
七
五
例
中
の
五
％
を
占
め
る
に
と
ど
ま
る
。
畑
の
場
合
、
他
の
山
や
焼

畑
の
ケ
ー
ス
と
異
な
る
点
は
、
無
条
件
に
入
る
事
を
忌
避
す
る
の
で
は
な
く
、
一
つ

の
特
定
の
作
業
に
限
定
き
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ⅳ
で
は
「
種
物
を
蒔
く
の
は
畑

で
も
よ
く
な
い
」
、
“
で
は
「
種
物
や
苗
を
植
え
つ
け
な
い
」
、
妬
で
は
「
種
物
を
蒔

く
場
合
」
、
弱
で
は
「
七
日
間
は
種
物
や
苗
を
植
え
つ
け
て
は
い
け
な
い
」
と
言
う
。

ひ
四
例
の
場
合
、
総
て
種
蒔
き
ま
た
は
苗
の
植
え
つ
け
に
限
定
し
て
禁
忌
と
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
た
。
ざ
ら
に
げ
九
例
の
「
田
畑
」
を
検
証
す
る
と
、
瓠
で
は
「
種
を

蒔
い
た
り
苗
を
植
え
つ
け
る
こ
と
」
、
銘
で
は
「
田
畑
の
種
蒔
き
」
、
蝿
で
は
「
種
物

を
蒔
く
事
」
、
妬
で
は
「
火
を
食
う
た
者
が
種
を
蒔
い
た
り
苗
を
植
え
た
り
す
れ
ば
、

作
物
が
で
き
な
い
」
、
卿
で
は
「
種
物
や
苗
を
植
え
る
」
こ
と
、
こ
の
他
“
・
別
・

開
の
三
地
区
で
も
「
種
蒔
き
」
と
「
苗
の
植
え
つ
け
」
が
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
。
単

に
「
入
ら
な
い
」
と
い
う
の
は
弱
一
例
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
無
条
件
に
入
っ

に
任
せ
る
他
は
な
か
っ
た
。
こ
の
故
に
、
山
の
神
な
ど
の
支
配
下
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
「
深
い
」
「
高
い
」
「
遠
い
」
山
の
焼
畑
に
は
特
に
婚
礼
の
火
即
ち
ハ
ナ
ビ
を
警

戒
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

六
畑
と
田
に
対
す
る
忌
避
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て
は
い
け
な
い
の
で
は
な
く
、
他
の
八
例
の
如
く
「
種
蒔
き
」
と
「
苗
の
植
え
つ
け
」

と
い
う
前
提
条
件
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ｃ
群
一
三
例
の
中
、
弱
一
例
を
除
く
一
二
例
ま
で
が
種
蒔
き
や
苗
の
植
え
つ
け
に

限
定
し
て
ハ
ナ
ビ
を
禁
忌
と
し
て
い
た
。
無
条
件
に
畑
を
忌
避
す
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
以
外
の
用
事
（
例
え
ば
草
取
り
や
作
物
の
手
入
れ
）
で
畑
に
入
る
事
は
気
に
し

な
か
っ
た
。
種
蒔
き
や
苗
の
植
え
つ
け
は
、
畑
作
に
と
っ
て
最
初
の
最
も
重
要
な
作

業
で
あ
り
、
収
穫
の
成
否
を
左
右
す
る
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
に
臨
み
、

ケ
ガ
し
と
さ
れ
る
ハ
ナ
ビ
は
可
能
な
限
り
排
除
し
て
お
こ
う
と
い
う
の
は
、
人
々
の

自
然
な
感
情
で
あ
る
。
妬
で
は
、
「
火
を
食
う
た
者
が
種
を
蒔
い
た
り
苗
を
植
え
た

り
す
れ
ば
、
作
物
が
で
き
な
い
」
と
伝
承
す
る
如
く
、
ハ
ナ
ビ
は
作
物
の
生
長
に
決

定
的
な
打
撃
を
与
え
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
。
水
田
面
積
が
極
め
て
少
な
い
物

部
村
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
畑
作
に
生
活
が
か
か
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ナ
ビ

の
場
合
、
畑
作
に
於
い
て
種
蒔
き
や
植
え
つ
け
を
忌
避
す
る
現
象
は
、
焼
畑
に
於
い

て
火
を
入
れ
る
時
に
特
に
ハ
ナ
ビ
を
嫌
う
現
象
と
一
連
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
生
産
活

動
の
最
初
の
段
階
で
、
ケ
ガ
レ
の
論
理
に
染
ま
る
こ
と
を
恐
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
ぴ
九
例
は
「
田
畑
」
と
あ
り
、
畑
ば
か
り
で
な
く
田
に
対
し
て
も
忌
避
が

あ
っ
た
。
畑
と
田
は
近
い
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
反
面
で
は
か
な
り
趣
を
異
に
す
る

面
も
あ
る
。
次
に
「
田
」
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
忌
避
伝
承
を
見
て
お
こ
う
。

Ｊ
田
植
え
。
肥
・
剥
・
必
・
妬
・
弱
・
開
（
六
例
）

征
田
。
蛆
・
棚
（
二
例
）

ｄ
群
の
田
は
合
計
八
例
で
あ
り
、
全
二
七
五
例
中
の
僅
か
三
％
を
占
め
る
に
す
ぎ

な
い
。
但
し
前
述
の
び
九
例
の
「
田
畑
」
も
田
に
含
め
て
合
算
す
れ
ば
、
三
倍
の
六
％

に
な
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
そ
ん
な
に
目
立
つ
存
在
で
は
な
い
。
田
の
場
合
注
目
す

べ
き
は
、
畑
の
ケ
ー
ス
と
同
様
に
「
苗
の
植
え
つ
け
」
即
ち
田
植
え
が
八
例
中
六
例

つ
ま
り
七
五
％
を
占
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
で
も
、
生
産
活
動
の

最
初
の
段
階
で
か
な
り
ハ
ナ
ビ
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
。
後
に
詳
述
す
る
が
、

Ｊ
の
弘
で
は
、
「
水
神
サ
ン
が
婚
礼
の
火
を
嫌
う
。
田
に
水
神
サ
ン
の
水
を
引
い
て

き
て
い
る
た
め
」
に
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者
が
田
植
え
す
る
た
め
に
田
へ
入
る
こ
と
を

嫌
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
“
で
は
、
「
田
に
は
オ
サ
バ
イ
サ
マ
を
祀
っ
て
お
り
、
オ

サ
バ
イ
サ
マ
が
ケ
ガ
レ
を
嫌
う
か
ら
」
、
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者
は
七
日
間
田
へ
入
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
う
。
ざ
ら
に
弱
で
は
、
「
田
の
神
様
に
ケ
ガ
レ
が
あ
り
、

失
礼
に
な
る
。
オ
サ
バ
イ
サ
マ
（
田
の
神
様
）
に
失
礼
に
な
り
、
ケ
ガ
ス
こ
と
に
な

る
の
で
二
’
三
日
（
田
植
え
を
）
延
ば
し
た
」
と
言
う
。
蛆
で
も
、
「
田
に
は
水
が

入
っ
て
い
る
の
で
水
神
が
嫌
う
」
と
い
う
。

畑
の
場
合
と
は
異
な
り
、
忌
避
の
理
由
と
し
て
明
確
に
「
水
神
」
や
「
オ
サ
バ
イ

サ
マ
」
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
。
川
か
ら
直
接
水
を
引
い
て
潅
潤
す
る
必
要

が
少
な
か
っ
た
畑
に
は
、
こ
の
よ
う
な
説
明
伝
承
は
見
ら
れ
な
い
。
畑
で
も
し
神
祀

り
を
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
焼
畑
の
げ
で
見
ら
れ
た
サ
ン
ボ
ウ
サ
マ
（
作
の
神
）
で

あ
ろ
う
。
名
称
も
オ
サ
バ
イ
サ
マ
と
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、
畑
作
で
の

伝
承
を
示
し
た
ｃ
群
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
畑
よ
り
田
の
方
が
オ
サ
バ
イ
サ
マ
や

水
神
の
祀
り
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

田
に
水
を
引
く
た
め
に
水
神
に
対
す
る
ハ
ナ
ビ
忌
避
が
見
ら
れ
た
が
、
水
を
引
き

込
む
源
で
あ
る
川
に
対
し
て
は
水
田
以
上
に
ハ
ナ
ビ
の
接
近
を
恐
れ
て
い
た
。
次
に

そ
の
詳
細
を
記
し
て
お
こ
う
。
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ぽ
川
漁
。
７
．
週
・
岨
・
恥
・
銘
・
妬
・
銘
・
弱
（
八
例
）

ぱ
川
。
Ⅳ
・
妬
・
弱
・
師
・
蛤
・
妬
・
別
（
七
例
）

ぴ
山
猟
や
川
漁
。
１
．
９
三
例
）

ｅ
オ
カ
マ
サ
マ
。
証
・
閃
（
二
例
）

毬
山
の
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
・
水
神
様
・
山
の
神
様
の
あ
る
よ
う
な
所
。
３
（
一
例
）

ぴ
川
で
は
ト
ド
ロ
の
よ
う
な
所
。
岨
（
一
例
）

ぱ
山
や
川
。
喝
（
一
例
）

ぴ
山
の
神
と
か
水
神
を
祀
っ
て
あ
る
よ
う
な
所
。
塊
（
一
例
）

ぴ
川
の
淵
。
鈍
（
一
例
）

目
オ
カ
マ
。
認
（
一
例
）

ｄ
水
神
。
師
（
一
例
）

ｅ
群
の
中
で
最
多
は
、
ｇ
の
「
川
漁
」
八
例
で
あ
る
。
次
い
で
ぽ
七
例
の
「
川
」

が
あ
る
が
、
漠
然
と
し
て
い
て
具
体
性
に
乏
し
い
。
恐
ら
く
、
「
川
漁
」
も
こ
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
川
漁
」
の
類
例
は
ご
一
例
の
「
山
猟
や
川
漁
」

に
も
見
出
せ
る
。
川
を
示
す
ｅ
群
全
体
で
延
べ
二
六
例
あ
り
、
延
べ
二
七
五
例
中
で

九
％
を
占
め
る
。
ｅ
群
の
中
で
「
川
漁
」
は
一
○
例
見
ら
れ
ｅ
群
全
体
の
三
八
％
を

占
め
る
。

こ
の
他
に
目
に
つ
く
の
は
、
ぴ
こ
例
の
オ
カ
マ
サ
マ
で
あ
る
。
オ
カ
マ
と
は
、
こ

の
地
方
で
は
川
の
激
流
に
よ
っ
て
深
く
え
ぐ
り
取
ら
れ
た
岩
盤
の
窪
み
を
さ
す
。
こ

こ
は
深
い
淵
に
な
っ
て
お
り
水
神
が
祀
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
従
っ
て
、
水
神
の

七
川
・
神
社
に
対
す
る
忌
避

こ
と
を
別
名
オ
カ
マ
サ
マ
と
も
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
び
の
弱
で
は
、
オ
カ
マ
サ
マ
を
「
滝

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
所
で
あ
り
、
水
神
を
祀
る
。
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者
は
絶
対
に

行
っ
た
ら
い
か
ん
」
と
い
う
。
ぴ
の
ト
ド
ロ
は
、
激
流
が
岩
に
ぶ
ち
当
た
る
状
況
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
滝
壷
や
オ
カ
マ
を
具
体
的
に
示
す
。
ぴ
の
「
川
の
淵
」
は
ま
き

に
オ
カ
マ
で
あ
り
、
水
神
を
祀
る
所
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
水
神

と
そ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
場
所
が
多
い
こ
と
に
気
付
く
。
ぼ
の
オ
カ
マ
サ
マ
を
は

０

じ
め
、
ぴ
の
ト
ド
ロ
・
ず
の
「
川
の
淵
」
・
弓
の
オ
カ
マ
の
他
、
秒
・
ぜ
．
Ｊ
の
「
水

神
」
が
あ
り
、
類
例
は
八
例
に
及
び
ｅ
群
全
体
の
三
分
の
一
近
く
を
占
め
る
。
漠
然

と
し
た
「
川
」
も
ぴ
と
ざ
で
合
計
八
例
あ
り
、
こ
れ
ら
は
本
来
「
水
神
」
か
ま
た
は

「
川
漁
」
の
ど
ち
ら
か
を
意
味
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

山
の
神
や
川
の
神
以
外
の
神
々
に
も
、
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者
は
近
よ
れ
な
か
っ
た
。

ｆ
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
。
胆
・
週
・
別
・
型
・
別
（
五
例
）

Ｆ
氏
神
。
師
・
的
・
妬
（
三
例
）

仔
家
の
近
く
で
も
神
サ
マ
を
祀
っ
て
い
る
よ
う
な
所
。
路
・
別
（
二
例
）

好
神
参
り
。
別
・
蛆
（
二
例
）

Ｆ
お
宮
。
的
・
記
（
二
例
）

ｆ
コ
ン
ピ
ラ
サ
マ
と
か
伊
勢
大
神
宮
な
ど
ア
ラ
タ
カ
な
神
、
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
。
４

（
一
例
）

Ｆ
神
社
参
拝
。
岨
（
一
例
）

Ｆ
神
サ
マ
の
お
る
よ
う
な
所
。
型
（
一
例
）

Ｆ
神
サ
マ
の
近
く
。
部
（
一
例
）

ｆ
ア
ラ
タ
カ
な
神
サ
ン
の
近
く
。
師
（
一
例
）

ｆ
ア
ラ
タ
カ
な
神
サ
マ
。
蛆
（
一
例
）
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ｆ
氏
神
が
あ
る
よ
う
な
所
。
侶
（
一
例
）

ｆ
群
二
二
例
は
、
山
や
川
以
外
の
地
域
、
つ
ま
り
里
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
と

思
わ
れ
る
神
々
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
延
べ
二
七
五
例
の
中
で
八
％
を
占
め
る
。

最
多
は
、
偲
五
例
と
Ｆ
一
例
の
タ
カ
ガ
ミ
サ
マ
で
六
例
と
な
る
。
タ
カ
ガ
ミ
と
は

拝
で
説
明
す
る
如
く
、
讃
岐
の
コ
ン
ピ
ラ
と
か
伊
勢
の
大
神
宮
な
ど
の
霊
験
ア
ラ
タ

ヵ
な
神
社
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
全
国
的
に
有
名
な
神
社
ば
か
り
で
は
な
く
、

各
地
区
で
霊
威
が
強
い
と
さ
れ
る
神
は
総
て
タ
カ
ガ
ミ
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
ａ
群
の
所
で
言
及
し
た
が
、
３
．
肥
で
は
、
山
の
神
を
指
し
て
タ
カ
ガ
ミ
と
呼

ぶ
事
例
も
あ
っ
た
。
別
で
は
「
一
切
近
寄
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
い
、
ハ
ナ
ビ
は

タ
カ
ガ
ミ
に
と
っ
て
厳
禁
す
べ
き
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
。
タ
カ
ガ
ミ
の
類
例
は
、

ｆ
と
ｆ
の
「
ア
ラ
タ
カ
な
神
」
二
例
に
も
見
出
し
得
る
。
ア
ラ
タ
カ
と
は
霊
威
が
強

い
こ
と
と
解
釈
す
れ
ば
、
タ
カ
ガ
ミ
と
同
じ
意
味
に
な
り
、
合
計
八
例
に
達
す
る
。

タ
カ
ガ
ミ
に
次
い
で
多
い
の
は
、
Ｆ
の
「
氏
神
」
三
例
で
あ
り
、
ｆ
の
「
氏
神
が

あ
る
よ
う
な
所
」
も
こ
の
類
例
と
し
て
加
算
で
き
る
。
氏
神
と
言
え
ば
、
村
人
達
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
神
で
あ
り
、
現
象
的
に
は
生
活
を
共
に
す
る
神
で
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
神
で
す
ら
、
ハ
ナ
ビ
を
交
え
れ
ば
一
定
期
間
は
そ
の
境
内
に

入
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｆ
二
例
の
「
家
の
近
く
で
も
神
サ
マ
を

祀
っ
て
い
る
よ
う
な
所
」
と
は
、
恐
ら
く
氏
神
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
も
の
で
あ
る

ま
く
，
／
Ｏ

こ
の
他
、
艀
二
例
の
「
神
参
り
」
．
Ｆ
二
例
の
「
お
宮
」
・
Ｐ
一
例
の
「
神
社
参

拝
」
．
Ｆ
一
例
の
「
神
サ
マ
の
お
る
よ
う
な
所
」
・
伊
一
例
の
「
神
サ
マ
の
近
く
」

な
ど
は
、
所
謂
タ
カ
ガ
ミ
と
も
氏
神
と
も
解
釈
で
き
る
。
最
も
身
近
な
氏
神
か
ら
霊

威
が
極
め
て
強
い
と
き
れ
る
タ
カ
ガ
ミ
ま
で
、
「
神
」
と
名
が
つ
け
ば
ど
の
よ
う
な

こ
の
他
、
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者
は
、
土
木
作
業
を
伴
う
工
事
現
場
へ
行
く
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
た
。

ｇ
土
木
作
業
。
躯
・
型
・
恥
・
躯
・
銘
・
開
（
六
例
）

野
土
木
工
事
。
別
・
伽
・
“
（
三
例
）

野
道
路
工
事
な
ど
危
険
を
伴
な
う
作
業
。
妬
・
記
（
二
例
）

蟹
危
険
な
土
木
作
業
。
１
（
一
例
）

聾
里
に
い
て
も
大
勢
が
寄
っ
て
仕
事
を
す
る
よ
う
な
所
。
鍋
（
一
例
）

野
危
険
な
仕
事
。
豹
（
一
例
）

理
土
方
仕
事
。
蛇
（
一
例
）

野
・
野
は
必
ず
し
も
土
木
作
業
と
は
限
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
前
後
の
文
脈

か
ら
一
応
ｇ
群
に
分
類
し
て
お
い
た
。
延
べ
一
五
例
あ
る
が
、
全
二
七
五
例
中
僅
か

五
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
少
数
と
は
言
え
、
な
ぜ
土
木
作
業
が
忌
避
き
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
ｇ
群
は
、
一
見
す
れ
ば
他
の
ａ
ｌ
ｆ
群

と
か
な
り
性
格
を
異
に
す
る
。
山
や
焼
畑
・
畑
・
田
・
川
・
神
社
の
場
合
は
、
そ
の

背
後
に
必
ず
神
的
存
在
が
チ
ラ
チ
ラ
と
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。
し
か
し
ｇ
群
の
場
合
、

そ
れ
が
少
し
も
見
え
な
い
。
た
だ
「
危
険
」
が
め
だ
つ
だ
け
で
あ
る
。
野
・
野
・

野
の
四
例
は
何
ら
か
の
形
で
「
危
険
」
が
表
に
出
て
い
る
。
ざ
ら
に
、
「
土
木
工
事
」

の
㈹
に
「
危
険
な
所
」
、
「
土
木
作
業
」
の
弱
に
「
大
勢
で
危
険
な
仕
事
を
す
る
場
合
」

と
追
加
説
明
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
加
え
る
と
六
例
に
な
り
、
ｇ
群
全
体
の
半
数
近
く

場
合
で
も
ハ
ナ
ビ
は
タ
ブ
ー
で
あ
っ
た
。

八
土
木
作
業
現
場
に
対
す
る
忌
避
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を
占
め
る
。

危
険
と
言
え
ば
、
山
で
の
伐
採
や
山
猟
も
ま
た
土
木
作
業
以
上
に
危
険
な
場
合
が

あ
る
。
山
の
場
合
は
、
危
険
な
事
故
が
起
こ
る
背
景
に
山
の
神
の
怒
り
に
触
れ
る
と

い
う
説
明
が
必
ず
あ
っ
た
。
土
木
作
業
の
場
合
も
、
か
つ
て
は
山
の
神
の
介
在
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
木
作
業
に
危
険
性
が
こ
れ
ほ
ど
強
調
さ
れ
る
背
景
に
は
、

ハ
ナ
ビ
を
受
容
し
よ
う
と
し
な
い
山
の
神
の
存
在
を
無
視
で
き
な
い
。
ト
ン
ネ
ル
エ

事
な
ど
で
山
の
神
を
祀
る
事
は
、
全
国
的
傾
向
で
あ
り
、
こ
こ
は
ま
た
女
人
禁
制
に

も
な
っ
て
い
た
。

以
上
、
ａ
群
の
山
．
ｂ
群
の
焼
き
畑
．
ｃ
群
の
畑
．
ｄ
群
の
田
．
ｅ
群
の
川
。
ｆ

群
の
神
社
．
ｇ
群
の
土
木
作
業
と
い
う
形
で
、
延
べ
三
七
五
例
を
大
ま
か
に
分
類
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
世
界
観
を
一
つ
の
規
準
と
し
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

焼
き
畑
の
ｂ
群
は
、
ａ
群
の
山
の
世
界
と
ｃ
群
の
畑
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
位
置
す
る
。

ｂ
群
の
焼
畑
と
ｄ
群
の
田
の
中
間
に
、
ｃ
群
の
畑
が
位
置
す
る
。
ｃ
群
の
畑
．
ｄ
群

の
田
．
ｅ
群
の
川
．
ｆ
群
の
神
社
は
、
大
ま
か
に
里
の
世
界
に
分
類
で
き
る
。
ｇ
群

の
土
木
工
事
は
、
ａ
群
の
山
の
世
界
．
ｂ
群
の
山
と
里
の
中
間
で
あ
る
焼
畑
の
世

界
・
ｃ
ｌ
ｆ
群
の
里
の
世
界
の
総
て
に
対
応
す
る
。
こ
れ
ら
空
間
の
変
化
に
よ
っ
て
、

ハ
ナ
ビ
に
対
す
る
反
応
に
変
化
が
見
ら
れ
る
か
否
か
を
探
っ
て
み
た
。
こ
の
結
果
、

事
例
数
の
上
か
ら
見
れ
ば
一
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
づ
く
。

。
山
（
ａ
群
）
六
四
％

・
焼
畑
（
ｂ
群
）
六
％

・
畑
（
ｃ
群
）
五
％

・
田
（
ｄ
群
）
三
％

・
川
（
ｅ
群
）
九
％

五？
一
五
七

図一・ハナビを忌避する場とその割合



焼
畑
や
畑
・
田
が
忌
避
さ
れ
る
背
景
に
は
、
作
の
神
と
し
て
の
サ
ン
ボ
ウ
サ
マ
や

オ
サ
バ
イ
サ
マ
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
土
木
作
業
を
忌
避
す
る
背
景
に
は
、

彼
ら
が
祀
っ
て
い
た
山
の
神
の
存
在
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
人
里
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
か
否
か
が
忌
避
の
強
弱

の
規
準
と
な
る
と
い
う
よ
り
、
そ
こ
に
神
的
存
在
が
有
る
か
無
い
か
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
く
ら
家
の
近
く
で
あ
っ
て
も
、
神
を
祀
っ
て
い
る
所
へ

は
婚
礼
の
火
と
し
て
の
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
者
は
近
付
け
な
か
っ
た
。
山
が
全
体
の
六

四
％
を
占
め
る
の
は
、
人
里
離
れ
れ
ば
そ
れ
だ
け
神
秘
性
が
強
く
な
り
、
山
の
神
の

正
確
に
言
え
ば
、
山
の
神
に
あ
っ
た
。

・
神
社
（
ｆ
群
）
八
％

・
土
木
作
業
（
ｇ
群
）
五
％

ａ
群
の
山
が
延
べ
一
七
五
例
も
あ
り
、
全
体
の
六
四
％
を
占
め
、
他
の
ｂ
ｌ
ｇ
群

を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
・
事
例
数
が
多
か
っ
た
順
に
並
べ
れ

ば
、
山
の
次
に
川
・
神
社
・
焼
畑
・
畑
・
土
木
作
業
・
田
と
続
く
。
三
位
の
川
は
九
％

で
、
山
に
較
べ
れ
ば
七
分
の
一
に
も
満
た
な
い
。
ハ
ナ
ビ
と
言
え
ば
、
ま
ず
人
々
の

念
頭
に
は
山
に
対
す
る
忌
避
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ほ
ど
ハ
ナ
ビ
を
交
え
た
ま
ま
山
に
入

る
こ
と
の
タ
ブ
ー
は
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
山
が
生
業
の
場
で
も
あ
っ
た
た
め
で
あ

ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
山
の
神
に
対
す
る
信
仰
の
強
さ
が
そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。
九
％
を
占
め
る
二
位
の
川
で
も
、
水
神
に
対
す
る
信
仰
の
強
さ
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
三
位
の
神
社
は
文
字
通
り
神
に
対
す
る
恐
れ
で
あ
り
、
ハ
ナ
ビ
が
ケ
ガ

レ
の
一
種
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
た
め
に
近
寄
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

本
来
な
ら
ば
、
ｆ
群
の
神
社
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
が
最
も
高
く
て
も
何
ら
不
思
議
で

は
な
い
の
だ
が
、
物
部
村
の
人
々
に
と
っ
て
は
最
大
の
関
心
は
山
に
あ
っ
た
。
よ
り

存
在
が
よ
り
確
認
し
や
す
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
物
部
村
の
人
々
の
宇

宙
観
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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①
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立
大
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